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令和６年度河合町一般会計補正予算について

専決処分の承認を求めることについて
（令和５年度河合町一般会計補正予算）

専決処分の承認を求めることについて
（河合町行政組織条例等の一部改正）

専決処分の承認を求めることについて
（河合町税条例の一部改正）
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（河合町国民健康保険税条例の一部改正）
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原案可決(賛9・反1)

議長採決不採択(賛5・反6)

○…賛成　●…反対　欠…欠席

議案番号 議決結果議  案  名

令和６年度河合町一般会計補正予算について

令和６年度河合町介護保険特別会計補正予算について

令和６年度河合町下水道事業会計補正予算について

河合町公民館設置条例の一部改正について

奈良県住宅新築資金等貸付金回収管理組合規約の変更について

奈良県住宅新築資金等貸付金回収管理組合の解散について

奈良県住宅新築資金等貸付金回収管理組合の解散に伴う財産
の処分について

財産の取得について

個別外部監査契約に基づく監査によることについて

令和６年度河合町一般会計補正予算について

令和５年度河合町一般会計予算繰越明許費繰越計算書の報告
について

令和５年度河合町下水道事業特別会計予算繰越明許費繰越計
算書の報告について

小中学校の学校給食の無償化を求める意見書

政治にかかわる資金の透明性を確保し、政治への信頼を取り戻
すことを求める意見書

議会モニター制度の制定を求める請願書について
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議案第42号「令和６年度河合町一般会計補正予算につ
いて」
　放課後児童対策事業費の償還金の発生理由につい
て質疑があり、令和２年10月から令和3年6月にかけ、
他市町村で会計検査院の実地検査があり、47市町村
のうち18市町村で学童保育の開所日数の誤りが発覚
しました。これに伴い全国的に調査があり本町でも精
査した結果、令和2年度分で補助金の申請誤りが発覚
したので、この時点で修正の報告をし、国庫補助の返
還を令和４年度予算で返還し、今回、県補助金の償還
が確定された為との答弁がありました。

〇賛成多数で可決

議案第４５号「河合町公民館設置条例の一部改正につ
いて」
　パソコンの年間使用者数や使用時間数、値上げの
経緯等について質疑があり、パソコンクラブ員は４６
名で１日２時間、月に２回クラブを開催されている。新
たに契約するリース料が現在の約２倍の金額となる予
定の為、１時間２００円の使用料を３００円に値上げし
受益者負担増をお願いするとの答弁がありました。
〇賛成多数で可決

議案第４９号「財産の取得について」
　今回購入する、廃棄物運搬脱着ボデーシステム車両
へは何を積載しどう活用するのかとの質疑があり、一
般持ち込みのごみと、草刈工事等の持ち込みごみは、
一旦清掃工場で受け入れ、今回購入する車両へ積み替
えて、まほろば環境衛生組合の中継施設に持っていく
との答弁がありました。
〇全員賛成で可決

議案第５０号「個別外部監査契約に基づく監査によるこ
とについて」
　団体に対する補助金の支出について個別外部監査
を実施するにあたり、人的補助等も含まれているのか
との質疑があり、今回の外部監査は、団体に対する補
助金等に係る予算の執行の適正化に関する規則、これ
に基づく手続が妥当なのかを監査してもらう為、この
規則に基づき支出しているもの全てが監査の対象に
なるので人的補助も含まれると考えているとの答弁
がありました。
〇全員賛成で可決

総務文教常任委員会結果報告

議案第４３号「令和６年度河合町介護保険特別会計補
正予算について」
　補正予算の内容は、介護報酬改定に伴うシステム改
修業務に係る89万1千円の増額補正です。施設サービ
スを利用した際の居住費の負担限度額が、令和6年8
月から変更になるとの説明を受けて、対象者の人数や
条件について質疑がありました。理事者からは、令和
5年度の対象者数は145名、非課税世帯とその世帯の
預金通帳の預金残高が一定以下、この2つの条件を満
たす方が対象になるとの説明がありました。
〇全員賛成で可決

議案第４４号「令和６年度河合町下水道事業会計補正
予算について」
　補正予算の内容は、人事異動に伴う28７万３千円の
増額補正です。
〇全員賛成で可決

議案第４６号「奈良県住宅新築資金等貸付金回収管理
組合規約の変更について」
　組合解散の経緯等について質疑があり、理事者か
らは「債権額が大幅に減少した事や、償還期限が未到
来の債権は、ほぼなくなっている事など」により、構成
市町村全体会議で決議され、令和7年3月31日をもっ
て解散に至った経緯の説明がありました。
〇賛成多数で可決

議案第４７号「奈良県住宅新築資金等貸付金回収管理
組合の解散について」
　組合の解散にあたり、現時点での貸付金の未収金
が何件で、何名分あるのか、また、今後、河合町が債権
回収をするにあたり、どのような困難が予想されるの
か、との質疑がありました。
　理事者からは、「令和5年度末で、債権件数が17
件、対象者が12名。残債権額は合計6,469万1,476円
である事及び、管理組合解散までに現状をしっかり把
握した上で事務を引き継ぎ、困難な案件については、
町の顧問弁護士に相談しながら対応していく」との説
明がありました。
〇賛成多数で可決

議案第４８号「奈良県住宅新築資金等貸付金回収管理
組合の解散に伴う財産の処分について」
　奈良県住宅新築資金等貸付金回収管理組合電算シ
ステムの著作権は、放棄するとされているが、今まで
蓄積されたデータは、今後どのように移管及び破棄さ
れるのか、との質疑がありました。
　理事者からは、「解散に伴い蓄積されたデータは、
償還台帳等を含めて、今後必要になってくる事から、
解散後は各市町村の内容を使用できるシステムを購
入する予定である」との答弁がありました。
〇全員賛成で可決

厚生建設常任委員会結果報告
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議案第42号「令和６年度河合町一般会計補正予算につ
いて」
　放課後児童対策事業費の償還金の発生理由につい
て質疑があり、令和２年10月から令和3年6月にかけ、
他市町村で会計検査院の実地検査があり、47市町村
のうち18市町村で学童保育の開所日数の誤りが発覚
しました。これに伴い全国的に調査があり本町でも精
査した結果、令和2年度分で補助金の申請誤りが発覚
したので、この時点で修正の報告をし、国庫補助の返
還を令和４年度予算で返還し、今回、県補助金の償還
が確定された為との答弁がありました。

〇賛成多数で可決

議案第４５号「河合町公民館設置条例の一部改正につ
いて」
　パソコンの年間使用者数や使用時間数、値上げの
経緯等について質疑があり、パソコンクラブ員は４６
名で１日２時間、月に２回クラブを開催されている。新
たに契約するリース料が現在の約２倍の金額となる予
定の為、１時間２００円の使用料を３００円に値上げし
受益者負担増をお願いするとの答弁がありました。
〇賛成多数で可決

議案第４９号「財産の取得について」
　今回購入する、廃棄物運搬脱着ボデーシステム車両
へは何を積載しどう活用するのかとの質疑があり、一
般持ち込みのごみと、草刈工事等の持ち込みごみは、
一旦清掃工場で受け入れ、今回購入する車両へ積み替
えて、まほろば環境衛生組合の中継施設に持っていく
との答弁がありました。
〇全員賛成で可決

議案第５０号「個別外部監査契約に基づく監査によるこ
とについて」
　団体に対する補助金の支出について個別外部監査
を実施するにあたり、人的補助等も含まれているのか
との質疑があり、今回の外部監査は、団体に対する補
助金等に係る予算の執行の適正化に関する規則、これ
に基づく手続が妥当なのかを監査してもらう為、この
規則に基づき支出しているもの全てが監査の対象に
なるので人的補助も含まれると考えているとの答弁
がありました。
〇全員賛成で可決

総務文教常任委員会結果報告

議案第４３号「令和６年度河合町介護保険特別会計補
正予算について」
　補正予算の内容は、介護報酬改定に伴うシステム改
修業務に係る89万1千円の増額補正です。施設サービ
スを利用した際の居住費の負担限度額が、令和6年8
月から変更になるとの説明を受けて、対象者の人数や
条件について質疑がありました。理事者からは、令和
5年度の対象者数は145名、非課税世帯とその世帯の
預金通帳の預金残高が一定以下、この2つの条件を満
たす方が対象になるとの説明がありました。
〇全員賛成で可決

議案第４４号「令和６年度河合町下水道事業会計補正
予算について」
　補正予算の内容は、人事異動に伴う28７万３千円の
増額補正です。
〇全員賛成で可決

議案第４６号「奈良県住宅新築資金等貸付金回収管理
組合規約の変更について」
　組合解散の経緯等について質疑があり、理事者か
らは「債権額が大幅に減少した事や、償還期限が未到
来の債権は、ほぼなくなっている事など」により、構成
市町村全体会議で決議され、令和7年3月31日をもっ
て解散に至った経緯の説明がありました。
〇賛成多数で可決

議案第４７号「奈良県住宅新築資金等貸付金回収管理
組合の解散について」
　組合の解散にあたり、現時点での貸付金の未収金
が何件で、何名分あるのか、また、今後、河合町が債権
回収をするにあたり、どのような困難が予想されるの
か、との質疑がありました。
　理事者からは、「令和5年度末で、債権件数が17
件、対象者が12名。残債権額は合計6,469万1,476円
である事及び、管理組合解散までに現状をしっかり把
握した上で事務を引き継ぎ、困難な案件については、
町の顧問弁護士に相談しながら対応していく」との説
明がありました。
〇賛成多数で可決

議案第４８号「奈良県住宅新築資金等貸付金回収管理
組合の解散に伴う財産の処分について」
　奈良県住宅新築資金等貸付金回収管理組合電算シ
ステムの著作権は、放棄するとされているが、今まで
蓄積されたデータは、今後どのように移管及び破棄さ
れるのか、との質疑がありました。
　理事者からは、「解散に伴い蓄積されたデータは、
償還台帳等を含めて、今後必要になってくる事から、
解散後は各市町村の内容を使用できるシステムを購
入する予定である」との答弁がありました。
〇全員賛成で可決

厚生建設常任委員会結果報告

　　2024 年 8 月号  河合町議会だより3

令和６年度 住民税の

「定額減税」があります

定額減税の対象者

　令和６年度分の住民税に係る合計所得金額が１,８０５
万円以下（給与収入のみの方は給与収入２ ,０００万円以
下）で、所得割が課税される方。
※住民税が非課税の方、均等割のみ課税の方は、定額減

税の対象外です。

■問い合わせ　税務課　☎内線１１１・１７０

定額減税額

　納税者本人の所得割額から以下の合計額が控除され
ます。
※特別税額控除額が所得割額を超える場合は所得割額
　を上限とします。

①納税義務者（本人）：1 万円
②控除対象配偶者：1 万円（国外居住者を除く）
③扶養親族：1 人につき 1 万円（国外居住者を除く）

（例）控除対象配偶者と扶養親族（子２人）がいる場合

1 万円（本人）+1 万円（控除対象配偶者）
+2 万円（扶養親族 2 人）＝4 万円

定額減税の実施方法

●給与所得に係る特別徴収の場合
　　令和６年６月分は徴収せず、「定額減税「後」の年
　税額」を令和６年７月分～令和７年５月分の１１カ月
　で均した税額を徴収します。
　※定額減税対象外の方は例年通りの徴収方法です。

●普通徴収の場合
　　「定額減税「前」の年税額」をもとに算出した第１
　期分（令和６年６月分）の税額から控除し、第１期分
　から控除しきれない場合は、第２期分（令和６年８
　月分）以降の税額から、順次控除し、徴収します。 

●公的年金等に係る所得に係る特別徴収の場合
　　「定額減税「前」の年税額」をもとに算出した令和
　６年１０月分の特別徴収税額から控除し、控除しきれ
　ない場合は令和６年１２月分以降の特別徴収税額か
　ら、順次控除し、徴収します（仮特別徴収税額からは
　控除しません） 。

注意事項

● 現年分離課税の対象となる退職手当等に係る所得割
　額は、定額減税の対象外です。
● 定額減税は、他の税額控除の額をすべて控除した後の

所得割額から行います。
● 「ふるさと納税の特例控除額の控除限度額」、「年金特

別徴収の翌年度仮徴収額（令和７年４・６・８月）」の算
定基礎となる令和６年度分の所得割額は、定額減税前
の所得割額で計算するため影響は生じません。

● 全期前納での口座振替について、定額減税により第 1
期分の税額が０円になる場合は、第２期以降に期別ご
との引き落としとなります。

国税庁ＨＰ総務省ＨＰ 　所得税の定額減税につ
いては、国税庁のホーム
ページをご覧ください。

　住民税の定額減税は、
総務省のホームページ
をご覧ください。

　賃金上昇が物価高に追いついていない国民
の負担を緩和するため、デフレ脱却のための一
時的な措置として令和６年度分個人住民税の
定額減税（特別税額控除）が実施されます。

●
社
会
福
祉
、
保
健
衛
生
、
労
働
、
公
害
そ
の
他
厚
生
一
般
に

関
す
る
事
項

●
農
林
、
商
工
に
関
す
る
事
項

●
上
下
水
道
に
関
す
る
事
項

●
住
宅
に
関
す
る
事
項

●
道
路
、
河
川
、
都
市
計
画
そ
の
他
経
済
建
設
一
般
に
関
す
る

事
項

●
行
政
一
般
、
財
政
に
関
す
る
事
項

●
消
防
に
関
す
る
事
項

●
教
育
に
関
す
る
事
項

●
他
の
委
員
会
に
属
さ
な
い
事
項

●
会
期
や
議
案
審
議
の
方
法
な

ど
に
つ
い
て
協
議

　５
月
10
日
、
令
和
６

年
第
２
回
河
合
町
議
会

臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
正
副
議
長
と
各

委
員
会
は
次
の
と
お
り

で
す
。

議
会
だ
よ
り

総
務
文
教
常
任
委
員
会

厚
生
建
設
常
任
委
員
会

議
会
運
営

　

　
　委
員
会

議

　長

ひ
き
た

疋
田

と
し
ふ
み

俊
文

副
議
長

お
か
だ

岡
田

や
す
の
り

康
則

委

　員

おおにし
大西

たかゆき
孝幸

委

　員

さ と う
佐藤

としはる
利治

委
員
長

すぎもと
杦本

みつきよ
光清

委

　員

は せ が わ
長谷川

しんいち
伸一

委

　員

お か だ
岡田

やすのり
康則

副
委
員
長

さかもと
坂本

ひろみち
博道

委

　員

ば ば
馬場

 ち  え  こ  
千惠子

委

　員

すぎもと
杦本

た か し
貴司

委
員
長

なかやま
中山

よしひで
義英

委

　員

と き わ
常盤

しげのり
繁範

委

　員

ひ き た
疋田

としふみ
俊文

副
委
員
長

う め の
梅野

 み  ち  よ  
美智代

委
員
長

　梅
野
美
智
代

副
委
員
長

　馬
場
千
惠
子

委

　
　員

　佐
藤

　利
治

委

　
　員

　中
山

　義
英

委

　
　員

　坂
本

　博
道

委

　
　員

　杦
本

光
清

議
会
だ
よ
り

　編
集
委
員
会

委

　
　員

　疋
田

　俊
文

委

　
　員

　岡
田

　康
則

委

　
　員

　杦
本

光
清

委

　
　員

　中
山

　義
英

委

　
　員

　梅
野
美
智
代
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用
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
利
用
者
数
が

少
な
い
た
め
中
止
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
切
れ
目
の
な
い
教
育
を
行
な
っ
て
い
く

た
め
に
は
小
、
中
学
校
と
続
け
て
利
用
で
き

る
環
境
を
整
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
。
中
止
す
る
の
で
は
な
く
、
ニ
ー
ズ
調
査

等
を
行
い
、
活
用
促
進
に
つ
な
が
る
取
組
を

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

  

毎
年
、
学
校
長
を
含
め
、
学
力
向
上
に

向
け
た
会
議
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
、
更
な

る
読
書
活
動
推
進
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。 

（
教
育
振
興
部
長
）

  

今
年
２
月
に
県
は
部
活
動
の
指
導
を
民

間
等
に
任
せ
る
地
域
移
行
を
進
め
、
R
８
年

度
に
は
教
員
に
よ
る
休
日
の
部
活
動
指
導
を

廃
止
す
る
方
針
を
示
し
た
。
部
活
動
に
係
る

費
用
に
つ
い
て
、
受
益
者
負
担
も
視
野
に
入

れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
家
庭
に
よ
っ

て
は
費
用
負
担
が
足
枷
と
な
り
、
部
活
動
の

選
択
の
幅
が
狭
ま
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

で
き
る
限
り
全
額
公
費
負
担
で
行
え
る
方
法

を
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

  

現
状
の
部
活
動
予
算
を
基
本
的
な
財
源

と
し
、
受
益
者
負
担
も
視
野
に
入
れ
調
整
し

て
い
き
た
い
。 

（
教
育
振
興
部
長
）

　

今
年
１
月
に
認
知
症
基
本
法
が
施
行
さ

れ
、
新
た
な
認
知
症
に
関
す
る
取
組
が
期
待

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
認
知
症
予
防
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
講
し
て
地
域
で
の

予
防
活
動
を
進
め
る
事
例
を
元
に
し
た
取
組

を
提
案
し
ま
し
た
。

  

電
子
図
書
館
の
導
入
に
よ
り
、
利
用
者

は
24
時
間
図
書
の
検
索
や
貸
出
、
返
却
、

閲
覧
が
可
能
に
な
り
、
図
書
館
側
も
、
貸
出
、

返
却
、
督
促
等
の
業
務
の
軽
減
に
も
つ
な

が
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
音
声
読
上
機
能

や
文
字
の
拡
大
機
能
等
の
活
用
に
よ
り
、

読
書
困
難
者
の
利
用
を
促
す
こ
と
が
で
き

る
。
導
入
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

  

図
書
館
を
利
用
し
て
い
る
多
く
は
高
齢

者
で
、
電
子
書
籍
に
不
慣
れ
で
あ
る
た
め
、

利
用
を
促
す
の
が
難
し
く
、
導
入
コ
ス
ト
や

継
続
的
な
予
算
確
保
の
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
時
点
で
は
難
し
い
。

  

裏
を
返
せ
ば
、
若
い
世
代
の
方
が
利
用

し
づ
ら
い
現
状
に
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
と

思
う
。
仕
事
を
し
て
い
る
方
や
子
育
て
中

で
図
書
館
に
足
を
運
び
づ
ら
い
世
代
の
方

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
導
入
す
る
こ
と
で
、
読

書
活
動
の
推
進
に
つ
な
が
る
と
思
う
。
ま

た
、
近
隣
町
と
合
同
で
広
域
電
子
図
書
館

を
導
入
し
、
コ
ス
ト
を
下
げ
て
い
る
事
例

も
あ
る
の
で
、
北
葛
城
郡
で
の
導
入
も
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

  

既
に
導
入
済
み
の
広
陵
町
や
王
寺
町
に

話
を
聞
き
な
が
ら
、
実
施
可
能
か
ど
う
か
費

用
対
効
果
も
含
め
て
、
情
報
収
集
に
努
め
て

い
く
。

  

R
６
年
度
か
ら
中
学
校
で
の
電
子
図
書

の
使
用
が
中
止
に
な
り
、
小
学
校
の
み
で
活

答答 問問問

問 答答

電
子
図
書
館
の
導
入
に
つ
い
て

（
そ
の
他
）認
知
症
予
防
に
つ
い
て

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

会
、
消
防
団
等
に
ご
意
見
を
お
伺
い
す
る
こ

と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
防
災
以
外

の
福
祉
部
局
や
保
健
部
局
な
ど
、
関
係
部
局

に
も
意
見
を
伺
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
総
務
部
長
）

  

今
、
申
し
上
げ
ら
れ
た
関
係
機
関
へ
は
、

必
ず
確
認
し
て
ほ
し
い
、
必
要
性
は
必
ず
あ

り
ま
す
。
加
え
て
、
電
気
・
ガ
ス
の
イ
ン
フ

ラ
企
業
の
防
災
・
減
災
対
策
の
情
報
公
開
を

参
考
に
す
る
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
記
載
さ

れ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
、
使
用
法
に
つ
い
て
の
情
報

（
人
命
救
助
に
つ
な
が
る
観
点
）
等
も
踏
ま

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

  

様
々
な
ご
意
見
を
伺
っ
て
い
く
こ
と
は
、

大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

キ
リ
が
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

の
点
も
踏
ま
え
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
総
務
部
長
）

  

視
覚
障
が
い
の
方
へ
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
情
報
提
供
は
、
今
す
ぐ
に
で
も
着
手
す
べ

き
と
考
え
ま
す
。

  

音
声
対
応
版
、「
声
の
広
報
」
の
活
用
を

検
討
し
ま
す
。 

（
総
務
部
長
）

  

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
内
容
情
報
の
更
新

に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
版
の
活
用
を
検
討

す
べ
き
で
す
。
紙
冊
子
と
比
べ
て
容
易
に
更

新
が
可
能
で
す
。
当
然
、
経
費
が
か
か
る
も

の
で
す
が
、
町
民
の
生
命
財
産
を
守
る
た
め

に
必
要
な
も
の
で
す
。
町
長
の
ご
認
識
を
伺

い
ま
す
。

  

紙
媒
体
と
デ
ジ
タ
ル
版
、
財
政
状
況
を

鑑
み
な
が
ら
、
早
急
に
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
、
一
日
で
も
早
く
対
応
で
き
る
よ
う
考

え
ま
す
。 

（
森
川
町
長
）

〇
そ
の
他
に

　
「
河
合
町
ま
ち
づ
く
り
自
治
基
本
条
例
に

つ
い
て
」
質
問
し
ま
し
た
。

　

河
合
町
総
合
防
災
マ
ッ
プ
（
以
下
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
）
は
、
二
〇
二
〇
年
三
月
に
発
行

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
町
民
の
各
世
帯
・
各
地

域
で
の
防
災
・
減
災
対
策
に
活
用
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
発
行
よ
り
四
年

を
経
て
お
り
、
そ
の
間
、
国
土
交
通
省
よ
り

問
題
点
を
提
起
さ
れ
、「
わ
か
る
・
伝
わ
る
」

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
実
現
に
向
け
て
提
起
さ

れ
て
い
ま
す
。

河
合
町
で
は
、
新
た
な
施
設
、
改
修
移
転

施
設
等
の
情
報
更
新
。
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
最
新
デ
ー
タ
反
映
事
項
な
ど
、
更
新
を

検
討
す
る
時
期
を
迎
え
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

  

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
時
期
を
考
え

て
い
ま
す
か
。

  

次
の
更
新
は
、
令
和
七
年
度
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
公
共
施
設
再
編
や
町
内
情
報
の

変
更
、
記
載
事
項
や
レ
イ
ア
ウ
ト
の
修
正
点

な
ど
を
ま
と
め
た
素
案
を
、
今
年
度
中
に
作

成
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。（

総
務
部
長
）

  

更
新
作
業
の
ス
キ
ー
ム
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。

  

素
案
作
成
に
は
、「
わ
か
る
・
伝
わ
る
」

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
「
わ
か
る
」
の
点
に
つ

い
て
、
利
用
者
の
目
線
が
非
常
に
大
切
で
あ

る
と
提
言
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
防
災
関
係
機

関
の
防
災
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
消
防
委
員

問
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

更
新
、配
布
時
期
に
つ
い
て

答

問問問 答答答

問答

常盤　繁範
議員

  ときわ            しげ のり

梅野　美智代
議員

うめ   の            み    ち    よ

一 般 質 問

1. 文化会館（まほろばホール）について
2.ごみ処理施策について
3. 公営住宅の今後について②

長谷川伸一　議員 7ページ

1. 河合町の住民を守るための暑さ対策
2. 誰もが気軽に選挙へ
3. 地震を想定した快適な避難所へ

佐藤利治　議員 7ページ

1.子育て環境に関する件について
2. 国保問題について
3. 財政運営について

坂本博道　議員 6ページ

1. 交通安全対策について

岡田康則　議員 8ページ

1. 河合町における今後の観光戦略について
2. 河合町の健康寿命について

杦本貴司　議員 8ページ

源
確
保
に
は
至
ら
な
い
と
考
え
る
。
質
の
高

い
安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
を
考
え

る
な
ら
、
町
は
も
っ
と
知
恵
を
絞
っ
て
、
最

優
先
に
財
源
確
保
の
取
組
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　

令
和
6
年
度
中
に
、
ど
れ
位
の
財
源
確
保

を
見
込
ん
で
い
る
か
。

  

ふ
る
さ
と
納
税
で
6
，
0
0
0
万
円
、

地
籍
調
査
後
の
土
地
に
係
る
固
定
資
産
税
で

8
0
0
万
円
、
合
計
で
6
，
8
0
0
万
円
を

見
込
ん
で
い
る
。 

（
総
務
課
）

  

②「
ふ
る
さ
と
納
税
」は
寄
附
金
で
あ
り
、

町
が
自
由
に
使
え
る
お
金
で
あ
る
た
め
、
力

を
入
れ
て
い
く
価
値
は
あ
る
が
、
毎
年
、
確

実
に
入
っ
て
来
る
保
証
は
一
切
な
い
。

　

財
源
確
保
の
ほ
と
ん
ど
を「
ふ
る
さ
と
納

税
」に
頼
っ
て
い
る
財
政
運
営
を
、
町
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

  

企
業
誘
致
や
宅
地
開
発
に
よ
る
財
源
確

保
の
必
要
性
は
考
え
て
い
る
。　
（
総
務
課
）

  

③
河
合
町
内
に
企
業
誘
致
を
行
え
る
場

所
は
あ
る
の
か
。

  

大
規
模
で
は
な
い
が
、
法
隆
寺
イ
ン
タ
ー

北
側
用
地
、
中
山
台
地
区
の
給
水
塔
跡
地

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

 

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
）

  

④
企
業
誘
致
に
関
す
る
事
は
、「
令
和
6

年
度
施
政
方
針
」の
中
で
も
述
べ
ら
れ
て
い

る
が
、
何
か
具
体
策
は
あ
る
の
か
。

  

現
在
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

改
定
作
業
の
中
で
土
地
利
用
に
関
す
る
整
理

を
行
っ
て
お
り
、
現
時
点
で
は
具
体
的
に
お

示
し
で
き
る
内
容
等
は
な
い
。

 

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
）

  

⑤
財
源
確
保
の
た
め
、
事
業
化
予
定
の

な
い
町
有
地
売
却
が
進
ん
で
い
な
い
原
因
。

  

町
の
売
買
予
定
価
格
と
購
入
者
の
購
入

希
望
価
格
に
隔
た
り
が
あ
る
様
に
考
え
て
い

る
。 

（
総
務
課
）

  

①
15
年
以
上
放
置
さ
れ
て
い
る（
旧
）佐

味
田
保
育
所
の
今
後
の
活
用
は
。

  

地
域
の
要
望
や
意
見
等
を
聞
き
な
が
ら
、

今
後
の
方
針
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
総
務
課
）

  

②
活
用
に
あ
た
っ
て
の
問
題
点
は
。

  

建
物
の
改
修
費
用
に
は
、
概
算
で
約

9
，
4
0
0
万
円
必
要
と
な
る
が
、
改
修
費

用
以
外
に
も
昭
和
51
年
の
建
築
当
時
に
完
了

検
査
を
受
け
て
い
な
い
事
で
、
国
の
補
助
金

や
建
物
の
用
途
変
更
に
厳
し
い
制
約
が
生
じ

る
可
能
性
が
あ
る
。 

（
総
務
課
）

  

③
建
築
基
準
法
で
は
、
完
了
検
査
を
受

け
な
い
ま
ま
建
物
を
使
用
し
た
場
合
に
は
、

1
年
以
下
の
懲
役
、
又
は
1
0
0
万
円
以
下

の
罰
則
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。
か
つ
て
は
町

の
公
共
施
設
で
あ
っ
た
の
に
、
建
物
の
完
了

検
査
を
受
け
ず
、
保
育
所
と
し
て
使
用
し
て

い
た
事
を
、
町
は
ど
の
よ
う
に
受
止
め
て
い

る
の
か
。

  

色
ん
な
所
に
影
響
が
生
じ
る
事
を
申
し

訳
な
い
事
と
受
止
め
て
い
る
。　
（
総
務
課
）

  

①
河
合
町
の
財
政
状
況
は
火
の
車
で
、

一
定
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い
く
の

が
精
一
杯
の
状
況
で
あ
る
。
財
政
再
建
に
関

し
て
、「
令
和
6
年
度
施
政
方
針
」の
中
で
述

べ
ら
れ
た
取
組
み
内
容
に
は
、
具
体
性
が
全

く
な
く
、
こ
の
程
度
の
取
組
で
は
到
底
、
財

答 問

問問問問

答答 問問問

答答答答答

財
政
再
建
に
関
連
し
て

（
旧
）佐
味
田
保
育
所
の
利
活
用
に

つ
い
て

通告書
事項

1.アダプト制度について
2. 高齢者の見守りについて

馬場千惠子　議員 6ページ

1.（旧）佐味田保育所の利活用について
2. 財政再建に関連して
3.個別外部監査の実施について

中山義英　議員 4ページ

1. ハザードマップの更新、配布時期について
2. 河合町まちづくり自治基本条例について

常盤繁範　議員 5ページ

1.電子図書館の導入について
2. 部活動の地域移行について
3. 認知症予防について

梅野美智代　議員 5ページ

中山　義英
議員

なか やま        よし ひで
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用
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
利
用
者
数
が

少
な
い
た
め
中
止
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
切
れ
目
の
な
い
教
育
を
行
な
っ
て
い
く

た
め
に
は
小
、
中
学
校
と
続
け
て
利
用
で
き

る
環
境
を
整
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
。
中
止
す
る
の
で
は
な
く
、
ニ
ー
ズ
調
査

等
を
行
い
、
活
用
促
進
に
つ
な
が
る
取
組
を

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

  

毎
年
、
学
校
長
を
含
め
、
学
力
向
上
に

向
け
た
会
議
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
、
更
な

る
読
書
活
動
推
進
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。 

（
教
育
振
興
部
長
）

  

今
年
２
月
に
県
は
部
活
動
の
指
導
を
民

間
等
に
任
せ
る
地
域
移
行
を
進
め
、
R
８
年

度
に
は
教
員
に
よ
る
休
日
の
部
活
動
指
導
を

廃
止
す
る
方
針
を
示
し
た
。
部
活
動
に
係
る

費
用
に
つ
い
て
、
受
益
者
負
担
も
視
野
に
入

れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
家
庭
に
よ
っ

て
は
費
用
負
担
が
足
枷
と
な
り
、
部
活
動
の

選
択
の
幅
が
狭
ま
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

で
き
る
限
り
全
額
公
費
負
担
で
行
え
る
方
法

を
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

  

現
状
の
部
活
動
予
算
を
基
本
的
な
財
源

と
し
、
受
益
者
負
担
も
視
野
に
入
れ
調
整
し

て
い
き
た
い
。 

（
教
育
振
興
部
長
）

　

今
年
１
月
に
認
知
症
基
本
法
が
施
行
さ

れ
、
新
た
な
認
知
症
に
関
す
る
取
組
が
期
待

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
認
知
症
予
防
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
講
し
て
地
域
で
の

予
防
活
動
を
進
め
る
事
例
を
元
に
し
た
取
組

を
提
案
し
ま
し
た
。

  

電
子
図
書
館
の
導
入
に
よ
り
、
利
用
者

は
24
時
間
図
書
の
検
索
や
貸
出
、
返
却
、

閲
覧
が
可
能
に
な
り
、
図
書
館
側
も
、
貸
出
、

返
却
、
督
促
等
の
業
務
の
軽
減
に
も
つ
な

が
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
音
声
読
上
機
能

や
文
字
の
拡
大
機
能
等
の
活
用
に
よ
り
、

読
書
困
難
者
の
利
用
を
促
す
こ
と
が
で
き

る
。
導
入
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

  

図
書
館
を
利
用
し
て
い
る
多
く
は
高
齢

者
で
、
電
子
書
籍
に
不
慣
れ
で
あ
る
た
め
、

利
用
を
促
す
の
が
難
し
く
、
導
入
コ
ス
ト
や

継
続
的
な
予
算
確
保
の
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
時
点
で
は
難
し
い
。

  

裏
を
返
せ
ば
、
若
い
世
代
の
方
が
利
用

し
づ
ら
い
現
状
に
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
と

思
う
。
仕
事
を
し
て
い
る
方
や
子
育
て
中

で
図
書
館
に
足
を
運
び
づ
ら
い
世
代
の
方

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
導
入
す
る
こ
と
で
、
読

書
活
動
の
推
進
に
つ
な
が
る
と
思
う
。
ま

た
、
近
隣
町
と
合
同
で
広
域
電
子
図
書
館

を
導
入
し
、
コ
ス
ト
を
下
げ
て
い
る
事
例

も
あ
る
の
で
、
北
葛
城
郡
で
の
導
入
も
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

  
既
に
導
入
済
み
の
広
陵
町
や
王
寺
町
に

話
を
聞
き
な
が
ら
、
実
施
可
能
か
ど
う
か
費

用
対
効
果
も
含
め
て
、
情
報
収
集
に
努
め
て

い
く
。

  

R
６
年
度
か
ら
中
学
校
で
の
電
子
図
書

の
使
用
が
中
止
に
な
り
、
小
学
校
の
み
で
活

答答 問問問

問 答答

電
子
図
書
館
の
導
入
に
つ
い
て

（
そ
の
他
）認
知
症
予
防
に
つ
い
て

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

会
、
消
防
団
等
に
ご
意
見
を
お
伺
い
す
る
こ

と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
防
災
以
外

の
福
祉
部
局
や
保
健
部
局
な
ど
、
関
係
部
局

に
も
意
見
を
伺
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
総
務
部
長
）

  

今
、
申
し
上
げ
ら
れ
た
関
係
機
関
へ
は
、

必
ず
確
認
し
て
ほ
し
い
、
必
要
性
は
必
ず
あ

り
ま
す
。
加
え
て
、
電
気
・
ガ
ス
の
イ
ン
フ

ラ
企
業
の
防
災
・
減
災
対
策
の
情
報
公
開
を

参
考
に
す
る
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
記
載
さ

れ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
、
使
用
法
に
つ
い
て
の
情
報

（
人
命
救
助
に
つ
な
が
る
観
点
）
等
も
踏
ま

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

  

様
々
な
ご
意
見
を
伺
っ
て
い
く
こ
と
は
、

大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

キ
リ
が
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

の
点
も
踏
ま
え
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
総
務
部
長
）

  

視
覚
障
が
い
の
方
へ
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
情
報
提
供
は
、
今
す
ぐ
に
で
も
着
手
す
べ

き
と
考
え
ま
す
。

  

音
声
対
応
版
、「
声
の
広
報
」
の
活
用
を

検
討
し
ま
す
。 

（
総
務
部
長
）

  

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
内
容
情
報
の
更
新

に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
版
の
活
用
を
検
討

す
べ
き
で
す
。
紙
冊
子
と
比
べ
て
容
易
に
更

新
が
可
能
で
す
。
当
然
、
経
費
が
か
か
る
も

の
で
す
が
、
町
民
の
生
命
財
産
を
守
る
た
め

に
必
要
な
も
の
で
す
。
町
長
の
ご
認
識
を
伺

い
ま
す
。

  

紙
媒
体
と
デ
ジ
タ
ル
版
、
財
政
状
況
を

鑑
み
な
が
ら
、
早
急
に
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
、
一
日
で
も
早
く
対
応
で
き
る
よ
う
考

え
ま
す
。 

（
森
川
町
長
）

〇
そ
の
他
に

　
「
河
合
町
ま
ち
づ
く
り
自
治
基
本
条
例
に

つ
い
て
」
質
問
し
ま
し
た
。

　

河
合
町
総
合
防
災
マ
ッ
プ
（
以
下
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
）
は
、
二
〇
二
〇
年
三
月
に
発
行

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
町
民
の
各
世
帯
・
各
地

域
で
の
防
災
・
減
災
対
策
に
活
用
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
発
行
よ
り
四
年

を
経
て
お
り
、
そ
の
間
、
国
土
交
通
省
よ
り

問
題
点
を
提
起
さ
れ
、「
わ
か
る
・
伝
わ
る
」

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
実
現
に
向
け
て
提
起
さ

れ
て
い
ま
す
。

河
合
町
で
は
、
新
た
な
施
設
、
改
修
移
転

施
設
等
の
情
報
更
新
。
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
最
新
デ
ー
タ
反
映
事
項
な
ど
、
更
新
を

検
討
す
る
時
期
を
迎
え
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

  

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
時
期
を
考
え

て
い
ま
す
か
。

  

次
の
更
新
は
、
令
和
七
年
度
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
公
共
施
設
再
編
や
町
内
情
報
の

変
更
、
記
載
事
項
や
レ
イ
ア
ウ
ト
の
修
正
点

な
ど
を
ま
と
め
た
素
案
を
、
今
年
度
中
に
作

成
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。（

総
務
部
長
）

  

更
新
作
業
の
ス
キ
ー
ム
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。

  

素
案
作
成
に
は
、「
わ
か
る
・
伝
わ
る
」

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
「
わ
か
る
」
の
点
に
つ

い
て
、
利
用
者
の
目
線
が
非
常
に
大
切
で
あ

る
と
提
言
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
防
災
関
係
機

関
の
防
災
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
消
防
委
員

問
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

更
新
、配
布
時
期
に
つ
い
て

答

問問問 答答答

問答

常盤　繁範
議員

  ときわ            しげ のり

梅野　美智代
議員

うめ   の            み    ち    よ

一 般 質 問

1. 文化会館（まほろばホール）について
2.ごみ処理施策について
3. 公営住宅の今後について②

長谷川伸一　議員 7ページ

1. 河合町の住民を守るための暑さ対策
2. 誰もが気軽に選挙へ
3. 地震を想定した快適な避難所へ

佐藤利治　議員 7ページ

1.子育て環境に関する件について
2. 国保問題について
3. 財政運営について

坂本博道　議員 6ページ

1. 交通安全対策について

岡田康則　議員 8ページ

1. 河合町における今後の観光戦略について
2. 河合町の健康寿命について

杦本貴司　議員 8ページ

源
確
保
に
は
至
ら
な
い
と
考
え
る
。
質
の
高

い
安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
を
考
え

る
な
ら
、
町
は
も
っ
と
知
恵
を
絞
っ
て
、
最

優
先
に
財
源
確
保
の
取
組
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　

令
和
6
年
度
中
に
、
ど
れ
位
の
財
源
確
保

を
見
込
ん
で
い
る
か
。

  

ふ
る
さ
と
納
税
で
6
，
0
0
0
万
円
、

地
籍
調
査
後
の
土
地
に
係
る
固
定
資
産
税
で

8
0
0
万
円
、
合
計
で
6
，
8
0
0
万
円
を

見
込
ん
で
い
る
。 

（
総
務
課
）

  

②「
ふ
る
さ
と
納
税
」は
寄
附
金
で
あ
り
、

町
が
自
由
に
使
え
る
お
金
で
あ
る
た
め
、
力

を
入
れ
て
い
く
価
値
は
あ
る
が
、
毎
年
、
確

実
に
入
っ
て
来
る
保
証
は
一
切
な
い
。

　

財
源
確
保
の
ほ
と
ん
ど
を「
ふ
る
さ
と
納

税
」に
頼
っ
て
い
る
財
政
運
営
を
、
町
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

  

企
業
誘
致
や
宅
地
開
発
に
よ
る
財
源
確

保
の
必
要
性
は
考
え
て
い
る
。　
（
総
務
課
）

  

③
河
合
町
内
に
企
業
誘
致
を
行
え
る
場

所
は
あ
る
の
か
。

  

大
規
模
で
は
な
い
が
、
法
隆
寺
イ
ン
タ
ー

北
側
用
地
、
中
山
台
地
区
の
給
水
塔
跡
地

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

 

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
）

  

④
企
業
誘
致
に
関
す
る
事
は
、「
令
和
6

年
度
施
政
方
針
」の
中
で
も
述
べ
ら
れ
て
い

る
が
、
何
か
具
体
策
は
あ
る
の
か
。

  

現
在
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

改
定
作
業
の
中
で
土
地
利
用
に
関
す
る
整
理

を
行
っ
て
お
り
、
現
時
点
で
は
具
体
的
に
お

示
し
で
き
る
内
容
等
は
な
い
。

 

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
）

  

⑤
財
源
確
保
の
た
め
、
事
業
化
予
定
の

な
い
町
有
地
売
却
が
進
ん
で
い
な
い
原
因
。

  

町
の
売
買
予
定
価
格
と
購
入
者
の
購
入

希
望
価
格
に
隔
た
り
が
あ
る
様
に
考
え
て
い

る
。 

（
総
務
課
）

  

①
15
年
以
上
放
置
さ
れ
て
い
る（
旧
）佐

味
田
保
育
所
の
今
後
の
活
用
は
。

  

地
域
の
要
望
や
意
見
等
を
聞
き
な
が
ら
、

今
後
の
方
針
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
総
務
課
）

  

②
活
用
に
あ
た
っ
て
の
問
題
点
は
。

  

建
物
の
改
修
費
用
に
は
、
概
算
で
約

9
，
4
0
0
万
円
必
要
と
な
る
が
、
改
修
費

用
以
外
に
も
昭
和
51
年
の
建
築
当
時
に
完
了

検
査
を
受
け
て
い
な
い
事
で
、
国
の
補
助
金

や
建
物
の
用
途
変
更
に
厳
し
い
制
約
が
生
じ

る
可
能
性
が
あ
る
。 

（
総
務
課
）

  

③
建
築
基
準
法
で
は
、
完
了
検
査
を
受

け
な
い
ま
ま
建
物
を
使
用
し
た
場
合
に
は
、

1
年
以
下
の
懲
役
、
又
は
1
0
0
万
円
以
下

の
罰
則
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。
か
つ
て
は
町

の
公
共
施
設
で
あ
っ
た
の
に
、
建
物
の
完
了

検
査
を
受
け
ず
、
保
育
所
と
し
て
使
用
し
て

い
た
事
を
、
町
は
ど
の
よ
う
に
受
止
め
て
い

る
の
か
。

  

色
ん
な
所
に
影
響
が
生
じ
る
事
を
申
し

訳
な
い
事
と
受
止
め
て
い
る
。　
（
総
務
課
）

  

①
河
合
町
の
財
政
状
況
は
火
の
車
で
、

一
定
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い
く
の

が
精
一
杯
の
状
況
で
あ
る
。
財
政
再
建
に
関

し
て
、「
令
和
6
年
度
施
政
方
針
」の
中
で
述

べ
ら
れ
た
取
組
み
内
容
に
は
、
具
体
性
が
全

く
な
く
、
こ
の
程
度
の
取
組
で
は
到
底
、
財

答 問

問問問問

答答 問問問

答答答答答

財
政
再
建
に
関
連
し
て

（
旧
）佐
味
田
保
育
所
の
利
用
に

つ
い
て

通告書
事項

1.アダプト制度について
2. 高齢者の見守りについて

馬場千惠子　議員 6ページ

1.（旧）佐味田保育所の利活用について
2. 財政再建に関連して
3.個別外部監査の実施について

中山義英　議員 4ページ

1. ハザードマップの更新、配布時期について
2. 河合町まちづくり自治基本条例について

常盤繁範　議員 5ページ

1.電子図書館の導入について
2. 部活動の地域移行について
3. 認知症予防について

梅野美智代　議員 5ページ

中山　義英
議員

なか やま        よし ひで
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選
挙
時
に
投
票
所
で
、
お
身
体
の
不

自
由
な
お
方
へ『
投
票
支
援
カ
ー
ド
』や『
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
』
を
採
用
し

て
い
た
だ
き
、
少
し
で
も
気
軽
に
投
票
が

出
来
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
が
、
河
合

町
の
現
状
と
次
の
国
政
選
挙
ま
で
に
間
に

合
い
ま
す
か
。

　

  

現
在
、
導
入
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

選
挙
管
理
委
員
会
の
意
見
も
伺
い
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
導
入

に
あ
た
り
支
障
と
な
る
事
柄
も
今
の
と
こ

ろ
想
定
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
可
能
な
限

り
、
間
に
合
わ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

（
総
務
部
）

　

  

い
ま
想
定
さ
れ
て
い
る
中
央
構
造
線

断
層
帯
で
の
地
震
で
家
屋
が
被
災
し
、
避

難
を
必
要
と
さ
れ
る
想
定
人
数
は
何
人
で

す
か
。
ま
た
各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
る
小

中
学
校
の
体
育
館
（
避
難
所
）
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
、
河
合
町
で
は
ど
の
よ
う
な
施

策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
か
。

　

  

避
難
人
数
に
つ
き
ま
し
て
は
約

6
，
0
0
0
人
を
想
定
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
避
難
所
に
避
難
さ
れ
る
方
は
約

3
，
5
0
0
人
を
想
定
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、

中
長
期
的
な
財
政
状
況
を
勘
案
し
て
判
断

す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

（
総
務
部
）

　

  

体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
平
時

に
は
学
業
や
ス
ポ
ー
ツ
等
で
利
用
、
災
害

時
に
は
避
難
所
と
し
て
地
域
の
住
民
が
利

用
し
、
素
晴
ら
し
い
事
と
思
い
ま
す
。
財

源
で
す
が
国
か
ら
の
補
助
と
し
て
緊
急
防

災
・
減
災
対
策
債
が
令
和
7
年
ま
で
あ
り
、

国
の
補
助
率
は
70
％
と
聞
い
て
お
り
ま
す

が
間
違
い
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。（
小
学
校

2
校
で
仮
に
1
億
な
ら
、
国
か
ら
は

7
，
0
0
0
万
を
頂
け
ま
す
）

　

  

現
時
点
で
は
、
財
源
と
し
て
緊
急
防

災
・
減
災
事
業
債
が
充
当
で
き
、
70
％
が

交
付
税
措
置
さ
れ
ま
す
。 

（
総
務
部
）

　

  

エ
ア
コ
ン
設
置
が
行
わ
れ
た
地
域
の

お
話
し
で
す
が
（
校
長
先
生
）『
こ
れ
か
ら

の
夏
を
考
え
る
と
、
熱
中
症
対
策
が
進
ん

だ
の
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
。
コ
ロ
ナ
の

時
期
を
含
め
子
ど
も
た
ち
が
出
来
な
か
っ

た
こ
と
が
出
来
る
、
子
ど
も
た
ち
の
喜
ぶ

顔
が
浮
か
ぶ
』
こ
の
言
葉
の
な
か
に
全
て

が
含
ま
れ
て
い
る
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま

す
。
小
学
校
の
1
校
か
ら
進
め
て
い
き
ま

せ
ん
か
。

　

  

避
難
所
と
し
て
使
用
す
る
学
校
の
体

育
館
に
つ
き
ま
し
て
は
空
調
設
備
を
早
急

に
実
施
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
言
う
こ

と
は
、
佐
藤
議
員
の
認
識
と
同
じ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
出

来
る
だ
け
有
利
な
財
源
を
確
保
し
、
一
度

に
は
無
理
で
す
の
で
1
校
ず
つ
計
画
的
に

設
置
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 

（
総
務
部
）

答答 問問

問問

「
取
る
べ
き
対
策
」

●
入
居
者
に
対
し
て
、
督
促
・
催
告
・
納
付

指
導
を
行
い
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
訴
訟

手
続
き
に
よ
る
回
収
に
つ
い
て
説
明
を
行

い
、
説
明
後
も
納
付
さ
れ
な
い
場
合
、
連

帯
保
証
人
に
請
求
、
連
帯
保
証
人
も
納
付

さ
れ
な
い
場
合
は
入
居
者
に
対
し
て
使
用

料
請
求
訴
訟
を
行
い
ま
す
。

●
町
顧
問
弁
護
士
と
協
議
し
、
指
摘
さ
れ

た
問
題
に
つ
い
て
の
対
応
案
は
助
言
を

い
た
だ
き
、
修
正
し
た
対
応
案
に
な
っ

て
い
ま
す
。

「
潜
在
的
な
未
収
債
権
」

●「
延
滞
金
債
権
」で
す
が
、
今
回
修
正
が

必
要
と
確
認
で
き
、
遅
延
損
害
金
と
し

て
請
求
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　
「
収
入
超
過
者
」に
対
し
て
は
法
及
び
条

例
に
基
づ
く
措
置
を
行
い
ま
す
。

　
「
原
状
回
復
費
用
」に
つ
い
て
は
、
入
居

者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
滅

失
・
き
損
に
つ
い
て
は
住
宅
明
渡
し
時

に
退
去
者
に
請
求
い
た
し
ま
す
。

●
町
の
代
表
監
査
委
員
よ
り
講
じ
る
措
置

の
内
容
及
び
計
画
に
つ
い
て
報
告
を
求

め
ら
れ
て
お
り
、
５
月
末
に
監
査
委
員

に
対
応
案
を
提
出
、
今
後
監
査
委
員
よ

り
担
当
課
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
ヒ

ア
リ
ン
グ
時
に
助
言
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
対
策
に
つ
い
て
再
度
検
討
を
行
い
、

変
更
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

（
生
活
環
境
部
長
）

ご
み
処
理
施
策
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し

た
。

　

  

去
年
６
月
、
他
議
員
の
一
般
質
問
に

対
し
て
、
町
長
は「
協
議
会
な
ど
で
存
続

の
た
め
の
議
論
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
」と

回
答
。
４
月
の
住
民
団
体
と
の
面
談
で
も
、

町
と
住
民
の「
協
働
協
議
会
を
発
足
さ
せ

た
い
と
発
言
さ
れ
た
」と
聞
い
て
い
ま
す
。

協
議
会
い
つ
発
足
さ
せ
る
予
定
で
す
か
。

　

  

一
年
が
経
過
し
ま
す
が
、
設
備
の
不

良
箇
所
の
状
況
を
現
場
の
職
員
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
い
、
ホ
ー
ル
を
存
続
す
る
た
め

に
早
急
に
改
修
や
更
新
が
必
要
な
設
備
と

改
修
を
先
送
り
し
て
も
影
響
が
少
な
い
と

思
わ
れ
る
設
備
な
ど
を
精
査
し
て
き
た
。

　

協
議
会
設
置
は
、
こ
の
夏
ぐ
ら
い
に
第

一
回
、
８
月
頃
に
開
催
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。  

 

 　

 

（
教
育
長
）

　

  

住
宅
使
用
料
滞
納
に
関
し
、
個
別
外

部
監
査
人
か
ら「
取
る
べ
き
対
策
」と
し
て

訴
訟
手
続
き
に
よ
る
回
収
な
ど
７
点
指
摘

さ
れ
、
ま
た
、「
潜
在
的
な
未
収
債
権
の
問

題
」と
し
て「
延
滞
金
債
権
」「
町
営
住
宅
に

お
け
る
収
入
超
過
者
・
高
額
所
得
者
に
対

す
る
債
権
」「
原
状
回
復
費
用
の
請
求
権
」

の
対
策
を
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の

対
応
策
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

問問

答答

答

答

佐藤　利治
議員

さ  とう         とし  はる

誰
も
が
気
軽
に
選
挙
へ

文
化
会
館
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル
に
つ
い
て

公
営
住
宅
の
今
後
に
つ
い
て

地
震
災
害
を
想
定
し
た
快
適
な

避
難
所
へ

長谷川　伸一
議員

は    せ    がわ         しん いち

紐
付
け
し
て
い
な
い
、
約
7
，
0
0
0
人
が

未
保
険
者
に
な
り
か
ね
な
い
。
住
民
の
命

と
健
康
を
守
る
た
め
に
、
町
長
の
職
務
権

限
で
資
格
確
認
書
を
被
保
険
者
全
員
に
交

付
す
る
な
ど
対
策
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

  

12
月
2
日
か
ら
保
険
証
廃
止
に
な
っ

て
も
、
8
月
に
交
付
さ
れ
る
保
険
証
は
1

年
間
有
効
。
カ
ー
ド
を
持
た
な
い
等
の
被

保
険
者
へ
の
資
格
確
認
書
の
職
権
発
行
は

当
面
の
間
行
う
が
、
国
が
決
め
た
ル
ー
ル

内
で
町
民
に
寄
り
添
う
も
の
と
考
え
て
い

る
。 

（
住
民
福
祉
課
）

　

  

国
保
料
率
な
ど
県
内
統
一
し
た
が
、

今
後
の
国
保
税
値
上
げ
な
ど
ど
う
な
る
か
。

住
民
の
立
場
で
、
保
険
者
と
し
て
負
担
軽

減
な
ど
独
自
の
運
用
も
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

  

国
保
税
率
、
減
免
決
定
な
ど
は
法
的

に
は
引
き
続
き
町
の
権
限
。
し
か
し
、
独

自
の
減
免
な
ど
は
県
の
足
並
み
を
乱
す
こ

と
に
な
り
妥
当
で
な
い
と
考
え
る
。

 

（
福
祉
部
）

　

  

県
と
の
協
定
を
守
る
た
め
の
財
政
運

営
が
、
ど
う
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
す
る

か
注
視
し
て
い
る
。
実
質
公
債
費
比
率
を

18
％
以
下
に
す
る
た
め
に
ど
う
す
る
つ
も

り
か
。

　

  

先
ず
は
、
令
和
６
年
度
予
算
編
成
に

お
い
て
一
般
財
源
を
要
す
る
各
事
業
規
模

の
見
直
し
、
よ
り
有
利
な
地
方
債
や
国
庫

補
助
金
の
効
果
的
な
活
用
、
各
項
に
不
用

額
が
生
じ
た
事
務
費
等
の
科
目
の
徹
底
的

な
削
減
等
を
、
住
民
生
活
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
範
囲
で
実
施
し
た
。
ま
た

今
年
度
も
、
時
期
を
み
て
地
方
債
の
繰
上

げ
償
還
を
検
討
し
た
い
。 

（
副
町
長
）

　

  

保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
の
待
機
児

童
の
状
況
は
ど
う
か
。
児
童
福
祉
法
に
違

反
し
、
子
育
て
支
援
で
人
口
増
を
め
ざ
す

方
針
か
ら
も
、
早
急
に
改
善
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

  

待
機
児
童
は
現
在
4
名
。
こ
ど
も
園

の
定
員
は
1
9
9
名
、
弾
力
化
で
2
3
8

名
ま
で
可
能
。
現
在
2
2
7
名
入
園
だ
が
、

１
歳
児
の
受
入
が
難
し
い
。
法
律
は
認
識

し
て
い
る
が
、
新
た
な
施
設
建
設
は
難
し

く
、
民
間
施
設
へ
の
委
託
増
を
、
保
育
士

処
遇
待
遇
の
検
討
含
め
対
応
し
た
い
。

 

（
福
祉
部
）

　

  

万
博
へ
の
子
ど
も
招
待
事
業
と
は
？

参
加
し
な
い
選
択
は
可
能
か
。
ガ
ス
爆
発
、

熱
中
症
な
ど
安
全
上
問
題
。
子
ど
も
の
強

制
的
な
動
員
は
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

  

県
は
、
県
内
の
小
中
高
を
対
象
に
校

外
学
習
と
し
て
チ
ケ
ッ
ト
代
を
助
成
す
る
。

（
予
算
１
億
７
千
万
円
）
7
月
頃
に
各
学
校

の
意
向
調
査
を
す
る
予
定
で
参
加
す
る
か

ど
う
か
は
各
学
校
の
判
断
。
町
内
で
は
、

小
中
9
3
2
名
が
対
象
で
、
交
通
費
は
保

護
者
負
担
。
子
ど
も
の
安
全
が
第
一
、
情

報
を
学
校
と
共
有
し
対
応
し
た
い
。

 

（
教
育
委
員
会
）

　

  

保
険
証
廃
止
を
強
行
す
れ
ば
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
た
な
い
、
保
険
証
に

　

  

孤
独
死
は
年
々
増
加
し
社
会
的
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
河
合
町
で
は
65
歳
以

上
の
方
は
何
名
で
、
そ
の
内
お
一
人
暮
ら

し
の
方
は
何
人
で
す
か
？
孤
独
死
を
防
ぐ

に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
参
加
す

る
事
が
大
切
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
約
４

割
の
方
が
孤
独
又
孤
立
状
況
で
す
。
高
齢

者
の
見
守
り
に
つ
い
て
河
合
町
で
は
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

  

65
歳
以
上
の
方
は
６
，
６
９
１
名
、

そ
の
内
独
居
高
齢
者
の
方
は
１
，
１
８
７

人
で
す
。
河
合
町
で
は
民
生
委
員
が
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
の
訪
問
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

  

「
お
ひ
と
り
さ
ま
政
策
課
」
を
設
置
し

一
人
暮
ら
し
の
方
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
事

業
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
が
あ
り
ま
す
。

孤
独
死
に
な
る
不
安
、
葬
儀
や
相
続
な
ど

の
心
配
事
に
こ
た
え
る
た
め
に
相
談
窓
口

を
設
け
て
い
ま
す
が
河
合
町
で
は
ど
の
よ

う
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

  

一
人
暮
ら
し
限
定
の
相
談
窓
口
の
設

置
は
考
え
て
い
な
い
が
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
相
談
で
き
る
体
制
を
設
け
て
い
ま

す
。 

（
福
祉
部
長
）

　

お
ひ
と
り
さ
ま
支
援
と
し
て
「
こ
れ
一

冊
あ
れ
ば
一
人
暮
ら
し
も
ひ
と
安
心
」
と

い
う
生
活
お
役
立
ち
ガ
イ
ド
を
作
成
し
て

い
る
自
治
体
が
あ
り
ま
す
。
気
軽
に
一
人

暮
ら
し
の
方
が
相
談
で
き
る
受
け
皿
を
設

け
る
こ
と
が
河
合
町
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
条
件
だ
と
思
い
ま
す
。

　

  

公
園
美
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
参
加
団

体
の
公
募
が
さ
れ
ま
し
た
が
何
団
体
の
参

加
が
あ
り
導
入
目
的
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
す
か
？
公
園
の
落
ち
葉
の
清
掃
・
回
収

は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

  

２
団
体
11
名
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま

す
が
活
動
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
公
園

等
の
清
掃
美
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
地
域
住

民
の
交
流
促
進
、
ま
た
行
政
が
活
動
を
支

援
す
る
こ
と
に
よ
り
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

落
ち
葉
の
回
収
は
自
治
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
職
員
で
行
っ
て
い
ま
す
。

 

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
）

　

  

池
部
駅
は
、
馬
見
丘
陵
公
園
へ
の
観

光
客
の
乗
降
駅
で
も
あ
り
ま
す
が
駅
の
美

化
に
つ
い
て
い
か
が
お
考
え
で
し
ょ
う

か
？

　

  

池
部
駅
周
辺
の
景
観
の
向
上
が
図
れ

る
よ
う
美
化
を
進
め
て
い
き
た
い
。

 

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
）

　

  

落
ち
葉
を
活
用
し
腐
葉
土
作
り
を
進

め
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　

  

今
後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
）

問

問問

問問

答答 問問 問

問 答問答 答

答答答

国
民
健
康
保
険
の
件

待
機
児
童
、万
博
へ
の
招
待
事
業
に
つ
い
て

財
政
運
営
に
つ
い
て

答答

ア
ダ
プ
ト
制
度
に
つ
い
て

高
齢
者
の
見
守
り
に
つ
い
て

馬場　千惠子
議員

ば     ば           ち     え    こ

坂本　博道
議員

さか もと         ひろ みち
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選
挙
時
に
投
票
所
で
、
お
身
体
の
不

自
由
な
お
方
へ『
投
票
支
援
カ
ー
ド
』や『
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
』
を
採
用
し

て
い
た
だ
き
、
少
し
で
も
気
軽
に
投
票
が

出
来
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
が
、
河
合

町
の
現
状
と
次
の
国
政
選
挙
ま
で
に
間
に

合
い
ま
す
か
。

　

  

現
在
、
導
入
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

選
挙
管
理
委
員
会
の
意
見
も
伺
い
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
導
入

に
あ
た
り
支
障
と
な
る
事
柄
も
今
の
と
こ

ろ
想
定
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
可
能
な
限

り
、
間
に
合
わ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

（
総
務
部
）

　

  

い
ま
想
定
さ
れ
て
い
る
中
央
構
造
線

断
層
帯
で
の
地
震
で
家
屋
が
被
災
し
、
避

難
を
必
要
と
さ
れ
る
想
定
人
数
は
何
人
で

す
か
。
ま
た
各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
る
小

中
学
校
の
体
育
館
（
避
難
所
）
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
、
河
合
町
で
は
ど
の
よ
う
な
施

策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
か
。

　

  

避
難
人
数
に
つ
き
ま
し
て
は
約

6
，
0
0
0
人
を
想
定
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
避
難
所
に
避
難
さ
れ
る
方
は
約

3
，
5
0
0
人
を
想
定
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、

中
長
期
的
な
財
政
状
況
を
勘
案
し
て
判
断

す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

（
総
務
部
）

　

  

体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
平
時

に
は
学
業
や
ス
ポ
ー
ツ
等
で
利
用
、
災
害

時
に
は
避
難
所
と
し
て
地
域
の
住
民
が
利

用
し
、
素
晴
ら
し
い
事
と
思
い
ま
す
。
財

源
で
す
が
国
か
ら
の
補
助
と
し
て
緊
急
防

災
・
減
災
対
策
債
が
令
和
7
年
ま
で
あ
り
、

国
の
補
助
率
は
70
％
と
聞
い
て
お
り
ま
す

が
間
違
い
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。（
小
学
校

2
校
で
仮
に
1
億
な
ら
、
国
か
ら
は

7
，
0
0
0
万
を
頂
け
ま
す
）

　
  

現
時
点
で
は
、
財
源
と
し
て
緊
急
防

災
・
減
災
事
業
債
が
充
当
で
き
、
70
％
が

交
付
税
措
置
さ
れ
ま
す
。 

（
総
務
部
）

　

  

エ
ア
コ
ン
設
置
が
行
わ
れ
た
地
域
の

お
話
し
で
す
が
（
校
長
先
生
）『
こ
れ
か
ら

の
夏
を
考
え
る
と
、
熱
中
症
対
策
が
進
ん

だ
の
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
。
コ
ロ
ナ
の

時
期
を
含
め
子
ど
も
た
ち
が
出
来
な
か
っ

た
こ
と
が
出
来
る
、
子
ど
も
た
ち
の
喜
ぶ

顔
が
浮
か
ぶ
』
こ
の
言
葉
の
な
か
に
全
て

が
含
ま
れ
て
い
る
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま

す
。
小
学
校
の
1
校
か
ら
進
め
て
い
き
ま

せ
ん
か
。

　

  

避
難
所
と
し
て
使
用
す
る
学
校
の
体

育
館
に
つ
き
ま
し
て
は
空
調
設
備
を
早
急

に
実
施
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
言
う
こ

と
は
、
佐
藤
議
員
の
認
識
と
同
じ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
出

来
る
だ
け
有
利
な
財
源
を
確
保
し
、
一
度

に
は
無
理
で
す
の
で
1
校
ず
つ
計
画
的
に

設
置
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 

（
総
務
部
）

答答 問問

問問

「
取
る
べ
き
対
策
」

●
入
居
者
に
対
し
て
、
督
促
・
催
告
・
納
付

指
導
を
行
い
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
訴
訟

手
続
き
に
よ
る
回
収
に
つ
い
て
説
明
を
行

い
、
説
明
後
も
納
付
さ
れ
な
い
場
合
、
連

帯
保
証
人
に
請
求
、
連
帯
保
証
人
も
納
付

さ
れ
な
い
場
合
は
入
居
者
に
対
し
て
使
用

料
請
求
訴
訟
を
行
い
ま
す
。

●
町
顧
問
弁
護
士
と
協
議
し
、
指
摘
さ
れ

た
問
題
に
つ
い
て
の
対
応
案
は
助
言
を

い
た
だ
き
、
修
正
し
た
対
応
案
に
な
っ

て
い
ま
す
。

「
潜
在
的
な
未
収
債
権
」

●「
延
滞
金
債
権
」で
す
が
、
今
回
修
正
が

必
要
と
確
認
で
き
、
遅
延
損
害
金
と
し

て
請
求
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　
「
収
入
超
過
者
」に
対
し
て
は
法
及
び
条

例
に
基
づ
く
措
置
を
行
い
ま
す
。

　
「
原
状
回
復
費
用
」に
つ
い
て
は
、
入
居

者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
滅

失
・
き
損
に
つ
い
て
は
住
宅
明
渡
し
時

に
退
去
者
に
請
求
い
た
し
ま
す
。

●
町
の
代
表
監
査
委
員
よ
り
講
じ
る
措
置

の
内
容
及
び
計
画
に
つ
い
て
報
告
を
求

め
ら
れ
て
お
り
、
５
月
末
に
監
査
委
員

に
対
応
案
を
提
出
、
今
後
監
査
委
員
よ

り
担
当
課
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
ヒ

ア
リ
ン
グ
時
に
助
言
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
対
策
に
つ
い
て
再
度
検
討
を
行
い
、

変
更
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

（
生
活
環
境
部
長
）

ご
み
処
理
施
策
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し

た
。

　

  

去
年
６
月
、
他
議
員
の
一
般
質
問
に

対
し
て
、
町
長
は「
協
議
会
な
ど
で
存
続

の
た
め
の
議
論
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
」と

回
答
。
４
月
の
住
民
団
体
と
の
面
談
で
も
、

町
と
住
民
の「
協
働
協
議
会
を
発
足
さ
せ

た
い
と
発
言
さ
れ
た
」と
聞
い
て
い
ま
す
。

協
議
会
い
つ
発
足
さ
せ
る
予
定
で
す
か
。

　

  

一
年
が
経
過
し
ま
す
が
、
設
備
の
不

良
箇
所
の
状
況
を
現
場
の
職
員
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
い
、
ホ
ー
ル
を
存
続
す
る
た
め

に
早
急
に
改
修
や
更
新
が
必
要
な
設
備
と

改
修
を
先
送
り
し
て
も
影
響
が
少
な
い
と

思
わ
れ
る
設
備
な
ど
を
精
査
し
て
き
た
。

　

協
議
会
設
置
は
、
こ
の
夏
ぐ
ら
い
に
第

一
回
、
８
月
頃
に
開
催
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。  

 

 　

 

（
教
育
長
）

　

  

住
宅
使
用
料
滞
納
に
関
し
、
個
別
外

部
監
査
人
か
ら「
取
る
べ
き
対
策
」と
し
て

訴
訟
手
続
き
に
よ
る
回
収
な
ど
７
点
指
摘

さ
れ
、
ま
た
、「
潜
在
的
な
未
収
債
権
の
問

題
」と
し
て「
延
滞
金
債
権
」「
町
営
住
宅
に

お
け
る
収
入
超
過
者
・
高
額
所
得
者
に
対

す
る
債
権
」「
原
状
回
復
費
用
の
請
求
権
」

の
対
策
を
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の

対
応
策
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

問問

答答

答

答

佐藤　利治
議員

さ  とう         とし  はる

誰
も
が
気
軽
に
選
挙
へ

文
化
会
館
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル
に
つ
い
て

公
営
住
宅
の
今
後
に
つ
い
て

地
震
災
害
を
想
定
し
た
快
適
な

避
難
所
へ

長谷川　伸一
議員

は    せ    がわ         しん いち

紐
付
け
し
て
い
な
い
、
約
7
，
0
0
0
人
が

未
保
険
者
に
な
り
か
ね
な
い
。
住
民
の
命

と
健
康
を
守
る
た
め
に
、
町
長
の
職
務
権

限
で
資
格
確
認
書
を
被
保
険
者
全
員
に
交

付
す
る
な
ど
対
策
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

  

12
月
2
日
か
ら
保
険
証
廃
止
に
な
っ

て
も
、
8
月
に
交
付
さ
れ
る
保
険
証
は
1

年
間
有
効
。
カ
ー
ド
を
持
た
な
い
等
の
被

保
険
者
へ
の
資
格
確
認
書
の
職
権
発
行
は

当
面
の
間
行
う
が
、
国
が
決
め
た
ル
ー
ル

内
で
町
民
に
寄
り
添
う
も
の
と
考
え
て
い

る
。 

（
住
民
福
祉
課
）

　

  

国
保
料
率
な
ど
県
内
統
一
し
た
が
、

今
後
の
国
保
税
値
上
げ
な
ど
ど
う
な
る
か
。

住
民
の
立
場
で
、
保
険
者
と
し
て
負
担
軽

減
な
ど
独
自
の
運
用
も
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

  

国
保
税
率
、
減
免
決
定
な
ど
は
法
的

に
は
引
き
続
き
町
の
権
限
。
し
か
し
、
独

自
の
減
免
な
ど
は
県
の
足
並
み
を
乱
す
こ

と
に
な
り
妥
当
で
な
い
と
考
え
る
。

 

（
福
祉
部
）

　

  

県
と
の
協
定
を
守
る
た
め
の
財
政
運

営
が
、
ど
う
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
す
る

か
注
視
し
て
い
る
。
実
質
公
債
費
比
率
を

18
％
以
下
に
す
る
た
め
に
ど
う
す
る
つ
も

り
か
。

　

  

先
ず
は
、
令
和
６
年
度
予
算
編
成
に

お
い
て
一
般
財
源
を
要
す
る
各
事
業
規
模

の
見
直
し
、
よ
り
有
利
な
地
方
債
や
国
庫

補
助
金
の
効
果
的
な
活
用
、
各
項
に
不
用

額
が
生
じ
た
事
務
費
等
の
科
目
の
徹
底
的

な
削
減
等
を
、
住
民
生
活
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
範
囲
で
実
施
し
た
。
ま
た

今
年
度
も
、
時
期
を
み
て
地
方
債
の
繰
上

げ
償
還
を
検
討
し
た
い
。 

（
副
町
長
）

　

  

保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
の
待
機
児

童
の
状
況
は
ど
う
か
。
児
童
福
祉
法
に
違

反
し
、
子
育
て
支
援
で
人
口
増
を
め
ざ
す

方
針
か
ら
も
、
早
急
に
改
善
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

  

待
機
児
童
は
現
在
4
名
。
こ
ど
も
園

の
定
員
は
1
9
9
名
、
弾
力
化
で
2
3
8

名
ま
で
可
能
。
現
在
2
2
7
名
入
園
だ
が
、

１
歳
児
の
受
入
が
難
し
い
。
法
律
は
認
識

し
て
い
る
が
、
新
た
な
施
設
建
設
は
難
し

く
、
民
間
施
設
へ
の
委
託
増
を
、
保
育
士

処
遇
待
遇
の
検
討
含
め
対
応
し
た
い
。

 

（
福
祉
部
）

　

  

万
博
へ
の
子
ど
も
招
待
事
業
と
は
？

参
加
し
な
い
選
択
は
可
能
か
。
ガ
ス
爆
発
、

熱
中
症
な
ど
安
全
上
問
題
。
子
ど
も
の
強

制
的
な
動
員
は
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

  

県
は
、
県
内
の
小
中
高
を
対
象
に
校

外
学
習
と
し
て
チ
ケ
ッ
ト
代
を
助
成
す
る
。

（
予
算
１
億
７
千
万
円
）
7
月
頃
に
各
学
校

の
意
向
調
査
を
す
る
予
定
で
参
加
す
る
か

ど
う
か
は
各
学
校
の
判
断
。
町
内
で
は
、

小
中
9
3
2
名
が
対
象
で
、
交
通
費
は
保

護
者
負
担
。
子
ど
も
の
安
全
が
第
一
、
情

報
を
学
校
と
共
有
し
対
応
し
た
い
。

 

（
教
育
委
員
会
）

　

  

保
険
証
廃
止
を
強
行
す
れ
ば
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
た
な
い
、
保
険
証
に

　

  

孤
独
死
は
年
々
増
加
し
社
会
的
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
河
合
町
で
は
65
歳
以

上
の
方
は
何
名
で
、
そ
の
内
お
一
人
暮
ら

し
の
方
は
何
人
で
す
か
？
孤
独
死
を
防
ぐ

に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
参
加
す

る
事
が
大
切
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
約
４

割
の
方
が
孤
独
又
孤
立
状
況
で
す
。
高
齢

者
の
見
守
り
に
つ
い
て
河
合
町
で
は
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

  

65
歳
以
上
の
方
は
６
６
９
１
名
、
そ

の
内
独
居
高
齢
者
の
方
は
１
１
８
７
人
で

す
。
河
合
町
で
は
民
生
委
員
が
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
宅
の
訪
問
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

  

「
お
ひ
と
り
さ
ま
政
策
課
」
を
設
置
し

一
人
暮
ら
し
の
方
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
事

業
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
が
あ
り
ま
す
。

孤
独
死
に
な
る
不
安
、
葬
儀
や
相
続
な
ど

の
心
配
事
に
こ
た
え
る
た
め
に
相
談
窓
口

を
設
け
て
い
ま
す
が
河
合
町
で
は
ど
の
よ

う
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

  

一
人
暮
ら
し
限
定
の
相
談
窓
口
の
設

置
は
考
え
て
い
な
い
が
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
相
談
で
き
る
体
制
を
設
け
て
い
ま

す
。 

（
福
祉
部
長
）

　

お
ひ
と
り
さ
ま
支
援
と
し
て
「
こ
れ
一

冊
あ
れ
ば
一
人
暮
ら
し
も
ひ
と
安
心
」
と

い
う
生
活
お
役
立
ち
ガ
イ
ド
を
作
成
し
て

い
る
自
治
体
が
あ
り
ま
す
。
気
軽
に
一
人

暮
ら
し
の
方
が
相
談
で
き
る
受
け
皿
を
設

け
る
こ
と
が
河
合
町
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
条
件
だ
と
思
い
ま
す
。

　

  

公
園
美
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
参
加
団

体
の
公
募
が
さ
れ
ま
し
た
が
何
団
体
の
参

加
が
あ
り
導
入
目
的
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
す
か
？
公
園
の
落
ち
葉
の
清
掃
・
回
収

は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

  

２
団
体
11
名
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま

す
が
活
動
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
公
園

等
の
清
掃
美
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
地
域
住

民
の
交
流
促
進
、
ま
た
行
政
が
活
動
を
支

援
す
る
こ
と
に
よ
り
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

落
ち
葉
の
回
収
は
自
治
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
職
員
で
行
っ
て
い
ま
す
。

 

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
）

　

  

池
部
駅
は
、
馬
見
丘
陵
公
園
へ
の
観

光
客
の
乗
降
駅
で
も
あ
り
ま
す
が
駅
の
美

化
に
つ
い
て
い
か
が
お
考
え
で
し
ょ
う

か
？

　

  

池
部
駅
周
辺
の
景
観
の
向
上
が
図
れ

る
よ
う
美
化
を
進
め
て
い
き
た
い
。

 

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
）

　

  

落
ち
葉
を
活
用
し
腐
葉
土
作
り
を
進

め
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　

  

今
後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
）

問

問問

問問

答答 問問 問

問 答問答 答

答答答

国
民
健
康
保
険
の
件

待
機
児
童
、万
博
へ
の
招
待
事
業
に
つ
い
て

財
政
運
営
に
つ
い
て

答答

ア
ダ
プ
ト
制
度
に
つ
い
て

高
齢
者
の
見
守
り
に
つ
い
て

馬場　千惠子
議員

ば     ば           ち     え    こ

坂本　博道
議員

さか もと         ひろ みち
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　学校給食は学校給食法第１条に「食育の推進」がその役割と目的として規定されており、
教科学習と並んで学校教育の一環となっています。学校給食は児童・生徒の心身の健全
な発達に資するものであり、望ましい食習慣を養うなど、その教育的効果は大きいもので
す。

　その経費の負担について文部科学省は、設置者の判断で保護者の負担軽減を図ること
が可能であるとの見解を示し、食のセーフティネットはもとより、子育て支援や少子化対
策として、小中学校の給食費を全額補助、または一部補助する自治体も増えてきています。

　しかし、自治体における給食費の無償化は、人件費や消費税、高騰する材料費及び燃
料費などによって、自治体財政を圧迫する等の懸念を生じる可能性があり、解決すべき問
題も多く、実施に踏み切れない自治体も少なくありません。本町もその自治体の一つです。

　また、各自治体は特色ある給食の提供に努め、郷土愛の醸成につなげる食育を展開し
ています。こうした施策に支障を来さぬ制度設計も必要と考えます。

　憲法２６条第２項の理念のもと、また本来、公教育の機会均等の立場からも、居住地
域における教育負担と食のセーフティネットの格差を最小限に留める努力することは国の
務めです。令和５年４月にこども家庭庁が発足し、「こども未来戦略方針」において、学
校給食の無償化に向け、全国ベースで学校給食の実態調査が進められています。

　よって、国においてはこうした状況を鑑み、子どもたちの健やかな成長を保障する質と
量を確保する学校給食について、国の責任において財源確保を行い、全ての自治体が学
校給食の無償化を実施できる制度設計を強く要望します。
　　
　以上地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

令和６年 6月７日
奈良県北葛城郡河合町議会

（意見書提出先）
内閣総理大臣・衆議院議長・参議院議長・総務大臣・財務大臣・文部科学大臣・内閣
府特命担当大臣・奈良県知事

議員発議第3号　第2回（6月定例会提出）議員発議第3号　第2回（6月定例会提出）

小中学校の学校給食の無償化を求める意見書小中学校の学校給食の無償化を求める意見書

【発議（議員提出議案）とは】
議会の会議において、議員が「議案」を議長に
提出することをいいます。主な発議案として、
「条例」、「意見書」などがあります。

議員発議について

商
業
施
設
が
あ
れ
ば
、
大
き
な
観
光
や
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。特
に
、公
園
の
集
客
力
を
踏
ま
え
、「
食
」

を
楽
し
む
エ
リ
ア
と
し
て
民
間
活
力
が
不

可
欠
で
す
。
ま
た
、
近
鉄
池
部
駅
周
辺
の

景
観
は
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
も
大
切

で
、
県
に
も
強
く
働
き
か
け
推
進
し
ま
す
。

 

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

  

市
町
村
対
抗
子
ど
も
駅
伝
大
会
は
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
目
的
と
し
、
例

年
テ
レ
ビ
放
送
も
あ
り
、
県
民
の
皆
さ
ん

の
関
心
も
高
く
、「
健
康
寿
命
奈
良
県
№
１

の
ま
ち
・
河
合
町
」を
P
R
す
る
絶
好
の

機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
大
会
へ
の
今
年
度

の
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
。

  

町
代
表
の
チ
ー
ム
で
す
の
で
、
代
表

選
出
の
選
考
方
法
や
充
実
し
た
練
習
環
境

づ
く
り
等
に
つ
い
て
、
教
育
長
を
は
じ
め

事
務
局
、
選
手
と
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
め
る
よ
う
、
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

参
り
ま
す
。
私
と
し
ま
し
て
も
、
河
合
町

を
代
表
す
る
チ
ー
ム
で
す
の
で
、
公
務
の

調
整
が
で
き
れ
ば
、
応
援
に
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

 

（
町
長
）

  

4
月
か
ら
町
の
魅
力
の
発
信
と
活
性

化
を
図
る
た
め
、
新
た
に「
観
光
振
興
課
」

を
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
の
観
光
戦

略
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

町
の
活
性
化
に
つ
い
て
、
幅
広
い
意
見
や

ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
る
た
め
、
有
識
者

や
町
民
の
方
に
よ
る
検
討
会
の
開
催
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

  

観
光
と
商
工
業
の
連
携
、
周
辺
市
町

の
連
携
に
よ
る
周
遊
ル
ー
ト
の
確
立
、
誘

客
を
受
け
入
れ
る
飲
食
店
や
商
業
施
設
の

誘
致
等
、
町
が
持
つ
可
能
性
を
最
大
限
に

活
用
し
、
町
の
魅
力
を
高
め
る
観
光
戦
略

を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
町
の
活
性
化
に

関
す
る
委
員
会
設
置
の
検
討
を
す
す
め
て

い
ま
す
。 

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

  

町
の
観
光
に
お
い
て
、「
県
営
馬
見
丘

陵
公
園
」は
大
き
な
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
と
も
連
携
し
民
間
活
力
を
活

か
し
て
公
園
整
備
を
す
す
め
る
計
画
は
あ

り
ま
す
か
。
ま
た
、
公
園
の
玄
関
口
で
も

あ
り
ま
す
近
鉄
池
部
駅
周
辺（
役
場
庭
園

エ
リ
ア
、
旧
町
立
体
育
館
エ
リ
ア
、
町
営

プ
ー
ル
跡
地
等
）の
整
備
に
つ
い
て
も
あ

わ
せ
て
お
聞
き
し
ま
す
。

  

来
園
者
が
年
間
1
0
0
万
人
を
超
え

て
お
り
、
今
後
、
公
園
内
や
周
辺
地
域
に

に
接
す
る
北
側
道
路
以
外
の
西
側
、
南

側
、
東
側
は
通
学
路
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
車
両
運
転
手
が
通
学
路
と
認

識
で
き
る
よ
う
に
、
通
学
路
看
板
を
新

た
に
設
置
す
る
こ
と
や
、
生
活
道
路
の

通
り
抜
け
に
は
、
王
寺
方
面
か
ら
星
和

台
１
丁
目
の
交
差
点
に
か
け
て
渋
滞
が

予
測
さ
れ
、
渋
滞
回
避
車
両
が
星
和
台

１
丁
目
の
生
活
道
路
を
通
り
抜
け
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
通
り
抜
け

を
抑
制
す
る
啓
発
看
板
を
適
材
適
所
に

設
置
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

（
総
務
部
）

  

令
和
８
年
９
月
か
ら
生
活
道
路
30

キ
ロ
規
制
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
町
民

の
安
全
を
守
る
為
、
そ
れ
ま
で
に
１
小
・

１
中
・
２
小
・
２
中
の
通
学
路
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
な
ど
の
施
策
で
地
域
の
方
々

の
安
全
を
考
え
て
下
さ
い
。

  

周
辺
の
子
供
の
登
下
校
の
と
き
の

安
全
対
策
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
交
差
点
改
良

に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
と
、
警
察
や
高

田
土
木
と
協
議
を
し
な
が
ら
対
策
を
講

じ
て
い
き
た
い
と
、
考
え
ま
す
。
ま
た
、

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
も
コ
ー
ナ
ン
の
周
辺

だ
け
で
は
な
く
、
旧
大
字
か
ら
も
設
置

要
望
が
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、

し
っ
か
り
と
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

（
町
長
）

　
　

町
内
で
８
月
開
店
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
、食
品
ス
ー
パ
ー
オ
ー
ク
ワ
と
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ナ
ン
の
大
型
店
舗
に

対
す
る
近
隣
住
宅
地
の
交
通
安
全
対
策

を
す
る
事
に
よ
っ
て
、
河
合
町
の
魅
力

度
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
質
問

致
し
ま
す
。
私
自
身
徒
歩
で
商
業
施
設

前
県
道
と
近
隣
住
宅
地
を
確
認
し
て
気

づ
き
の
点
を
陳
べ
ま
す
。
店
舗
近
隣
住

宅
地
へ
の
他
町
他
市
か
ら
の
車
の
流
入

と
、
店
舗
住
宅
側
は
小
中
学
校
へ
の
通

学
路
で
何
か
事
故
が
発
生
し
て
か
ら
で

は
遅
い
で
す
。
必
ず
流
入
す
る
車
両
、

ま
た
通
学
す
る
児
童
生
徒
を
守
る
看
板

等
、
看
板
以
外
で
も
注
意
喚
起
の
施
策

を
開
店
ま
で
に
備
え
て
下
さ
い
。
県
道

交
差
点
に
歩
行
者
を
守
る
安
全
柵
も
有

り
ま
せ
ん
。
中
山
台
２
丁
目
広
瀬
台
方

面
停
留
所
歩
道
が
そ
こ
だ
け
狭
小
で
す

の
で
県
管
轄
の
土
木
事
務
所
と
拡
幅
を

考
え
て
ほ
し
い
。

  

新
規
大
規
模
店
舗
の
開
店
時
に
は
、

多
数
の
車
両
の
出
入
り
な
ど
想
定
さ
れ

ま
す
の
で
、
店
舗
開
店
前
に
で
き
る
対

策
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
新
規
大
規
模
店
舗
の
県
道

問

答答 問問

問答

答
今
夏
中
山
台
に
開
店
す
る

大
型
店
舗
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

河
合
町
に
お
け
る
今
後
の

観
光
戦
略
に
つ
い
て

「
奈
良
県
市
町
村
対
抗
子
ど
も

駅
伝
大
会
」に
つ
い
て

答 問

杦本　貴司
議員

すぎもと            たかし

岡田　康則
議員

おか　だ　　　 やす のり
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　学校給食は学校給食法第１条に「食育の推進」がその役割と目的として規定されており、
教科学習と並んで学校教育の一環となっています。学校給食は児童・生徒の心身の健全
な発達に資するものであり、望ましい食習慣を養うなど、その教育的効果は大きいもので
す。

　その経費の負担について文部科学省は、設置者の判断で保護者の負担軽減を図ること
が可能であるとの見解を示し、食のセーフティネットはもとより、子育て支援や少子化対
策として、小中学校の給食費を全額補助、または一部補助する自治体も増えてきています。

　しかし、自治体における給食費の無償化は、人件費や消費税、高騰する材料費及び燃
料費などによって、自治体財政を圧迫する等の懸念を生じる可能性があり、解決すべき問
題も多く、実施に踏み切れない自治体も少なくありません。本町もその自治体の一つです。

　また、各自治体は特色ある給食の提供に努め、郷土愛の醸成につなげる食育を展開し
ています。こうした施策に支障を来さぬ制度設計も必要と考えます。

　憲法２６条第２項の理念のもと、また本来、公教育の機会均等の立場からも、居住地
域における教育負担と食のセーフティネットの格差を最小限に留める努力することは国の
務めです。令和５年４月にこども家庭庁が発足し、「こども未来戦略方針」において、学
校給食の無償化に向け、全国ベースで学校給食の実態調査が進められています。

　よって、国においてはこうした状況を鑑み、子どもたちの健やかな成長を保障する質と
量を確保する学校給食について、国の責任において財源確保を行い、全ての自治体が学
校給食の無償化を実施できる制度設計を強く要望します。
　　
　以上地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

令和６年 6月７日
奈良県北葛城郡河合町議会

（意見書提出先）
内閣総理大臣・衆議院議長・参議院議長・総務大臣・財務大臣・文部科学大臣・内閣
府特命担当大臣（こども対策　少子化対策）・こども家庭庁長官・奈良県知事

議員発議第3号　第2回（6月定例会提出）議員発議第3号　第2回（6月定例会提出）

小中学校の学校給食の無償化を求める意見書小中学校の学校給食の無償化を求める意見書

【発議（議員提出議案）とは】
議会の会議において、議員が「議案」を議長に
提出することをいいます。主な発議案として、
「条例」、「意見書」などがあります。

議員発議について

商
業
施
設
が
あ
れ
ば
、
大
き
な
観
光
や
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。特
に
、公
園
の
集
客
力
を
踏
ま
え
、「
食
」

を
楽
し
む
エ
リ
ア
と
し
て
民
間
活
力
が
不

可
欠
で
す
。
ま
た
、
近
鉄
池
部
駅
周
辺
の

景
観
は
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
も
大
切

で
、
県
に
も
強
く
働
き
か
け
推
進
し
ま
す
。

 

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

  

市
町
村
対
抗
子
ど
も
駅
伝
大
会
は
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
目
的
と
し
、
例

年
テ
レ
ビ
放
送
も
あ
り
、
県
民
の
皆
さ
ん

の
関
心
も
高
く
、「
健
康
寿
命
奈
良
県
№
１

の
ま
ち
・
河
合
町
」を
P
R
す
る
絶
好
の

機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
大
会
へ
の
今
年
度

の
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
。

  

町
代
表
の
チ
ー
ム
で
す
の
で
、
代
表

選
出
の
選
考
方
法
や
充
実
し
た
練
習
環
境

づ
く
り
等
に
つ
い
て
、
教
育
長
を
は
じ
め

事
務
局
、
選
手
と
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
め
る
よ
う
、
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

参
り
ま
す
。
私
と
し
ま
し
て
も
、
河
合
町

を
代
表
す
る
チ
ー
ム
で
す
の
で
、
公
務
の

調
整
が
で
き
れ
ば
、
応
援
に
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

 

（
町
長
）

  

4
月
か
ら
町
の
魅
力
の
発
信
と
活
性

化
を
図
る
た
め
、
新
た
に「
観
光
振
興
課
」

を
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
の
観
光
戦

略
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

町
の
活
性
化
に
つ
い
て
、
幅
広
い
意
見
や

ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
る
た
め
、
有
識
者

や
町
民
の
方
に
よ
る
検
討
会
の
開
催
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

  

観
光
と
商
工
業
の
連
携
、
周
辺
市
町

の
連
携
に
よ
る
周
遊
ル
ー
ト
の
確
立
、
誘

客
を
受
け
入
れ
る
飲
食
店
や
商
業
施
設
の

誘
致
等
、
町
が
持
つ
可
能
性
を
最
大
限
に

活
用
し
、
町
の
魅
力
を
高
め
る
観
光
戦
略

を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
町
の
活
性
化
に

関
す
る
委
員
会
設
置
の
検
討
を
す
す
め
て

い
ま
す
。 

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

  

町
の
観
光
に
お
い
て
、「
県
営
馬
見
丘

陵
公
園
」は
大
き
な
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
と
も
連
携
し
民
間
活
力
を
活

か
し
て
公
園
整
備
を
す
す
め
る
計
画
は
あ

り
ま
す
か
。
ま
た
、
公
園
の
玄
関
口
で
も

あ
り
ま
す
近
鉄
池
部
駅
周
辺（
役
場
庭
園

エ
リ
ア
、
旧
町
立
体
育
館
エ
リ
ア
、
町
営

プ
ー
ル
跡
地
等
）の
整
備
に
つ
い
て
も
あ

わ
せ
て
お
聞
き
し
ま
す
。

  

来
園
者
が
年
間
1
0
0
万
人
を
超
え

て
お
り
、
今
後
、
公
園
内
や
周
辺
地
域
に

に
接
す
る
北
側
道
路
以
外
の
西
側
、
南

側
、
東
側
は
通
学
路
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
車
両
運
転
手
が
通
学
路
と
認

識
で
き
る
よ
う
に
、
通
学
路
看
板
を
新

た
に
設
置
す
る
こ
と
や
、
生
活
道
路
の

通
り
抜
け
に
は
、
王
寺
方
面
か
ら
星
和

台
１
丁
目
の
交
差
点
に
か
け
て
渋
滞
が

予
測
さ
れ
、
渋
滞
回
避
車
両
が
星
和
台

１
丁
目
の
生
活
道
路
を
通
り
抜
け
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
通
り
抜
け

を
抑
制
す
る
啓
発
看
板
を
適
材
適
所
に

設
置
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

（
総
務
部
）

  

令
和
８
年
９
月
か
ら
生
活
道
路
30

キ
ロ
規
制
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
町
民

の
安
全
を
守
る
為
、
そ
れ
ま
で
に
１
小
・

１
中
・
２
小
・
２
中
の
通
学
路
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
な
ど
の
施
策
で
地
域
の
方
々

の
安
全
を
考
え
て
下
さ
い
。

  

周
辺
の
子
供
の
登
下
校
の
と
き
の

安
全
対
策
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
交
差
点
改
良

に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
と
、
警
察
や
高

田
土
木
と
協
議
を
し
な
が
ら
対
策
を
講

じ
て
い
き
た
い
と
、
考
え
ま
す
。
ま
た
、

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
も
コ
ー
ナ
ン
の
周
辺

だ
け
で
は
な
く
、
旧
大
字
か
ら
も
設
置

要
望
が
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、

し
っ
か
り
と
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

（
町
長
）

　
　

町
内
で
８
月
開
店
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
、食
品
ス
ー
パ
ー
オ
ー
ク
ワ
と
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ナ
ン
の
大
型
店
舗
に

対
す
る
近
隣
住
宅
地
の
交
通
安
全
対
策

を
す
る
事
に
よ
っ
て
、
河
合
町
の
魅
力

度
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
質
問

致
し
ま
す
。
私
自
身
徒
歩
で
商
業
施
設

前
県
道
と
近
隣
住
宅
地
を
確
認
し
て
気

づ
き
の
点
を
陳
べ
ま
す
。
店
舗
近
隣
住

宅
地
へ
の
他
町
他
市
か
ら
の
車
の
流
入

と
、
店
舗
住
宅
側
は
小
中
学
校
へ
の
通

学
路
で
何
か
事
故
が
発
生
し
て
か
ら
で

は
遅
い
で
す
。
必
ず
流
入
す
る
車
両
、

ま
た
通
学
す
る
児
童
生
徒
を
守
る
看
板

等
、
看
板
以
外
で
も
注
意
喚
起
の
施
策

を
開
店
ま
で
に
備
え
て
下
さ
い
。
県
道

交
差
点
に
歩
行
者
を
守
る
安
全
柵
も
有

り
ま
せ
ん
。
中
山
台
２
丁
目
広
瀬
台
方

面
停
留
所
歩
道
が
そ
こ
だ
け
狭
小
で
す

の
で
県
管
轄
の
土
木
事
務
所
と
拡
幅
を

考
え
て
ほ
し
い
。

  

新
規
大
規
模
店
舗
の
開
店
時
に
は
、

多
数
の
車
両
の
出
入
り
な
ど
想
定
さ
れ

ま
す
の
で
、
店
舗
開
店
前
に
で
き
る
対

策
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
新
規
大
規
模
店
舗
の
県
道

問

答答 問問

問答

答
今
夏
中
山
台
に
開
店
す
る

大
型
店
舗
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

河
合
町
に
お
け
る
今
後
の

観
光
戦
略
に
つ
い
て

「
奈
良
県
市
町
村
対
抗
子
ど
も

駅
伝
大
会
」に
つ
い
て

答 問

杦本　貴司
議員

すぎもと            たかし

岡田　康則
議員

おか　だ　　　 やす のり
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　政治資金収支報告書への政治資金パーティー収入の未記載と、未記載分のパーティー
券収入の国会議員へのキックバック、裏金化が問題となり、国民の政治不信を大きくして
いる。

　政治資金規正法は、政治資金の収支の公開等により政治活動が国民の不断の監視と批
判の下に行われるようにし、政治活動の公明と公正を確保することにより民主政治の健全
な発達に寄与することを目的としている。この法の趣旨から逸脱し、裏金が地方議員へも
回っているのではないかと憶測されるような今回の事態は、地方議会としても看過できず、
誠に遺憾と言わざるを得ない。

　裏金の温床になっていた政治資金パーティーは、利益率も高く、政党助成制度の創設
で禁止された企業・団体献金の抜け道となり、結果として政治が歪められることになるの
ではないかとの指摘もある。また、裏金問題もその経緯、環流資金の使途等疑問も多く、
政策活動費のあり方含め、国民の不信の要因となり、その徹底解明が求められている。
今回の事態の再発防止には、政治資金パーティーの抜け穴を塞ぐ対策、政治資金につい
ても、企業・団体献金の禁止も含めた抜本的な対策なしには、国民の不信を回避できない。

　よって、国におかれましては、政治資金規正法の本旨に立ち返り、政治資金の透明性
を確保するための抜本的な法改正を行い、再発防止と国民の政治への信頼回復に誠心誠
意取り組まれるよう、強く求めるものである。

　以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。

令和６年６月７日
奈良県北葛城郡河合町議会

（意見書提出先）
内閣総理大臣・衆議院議長・参議院議長・総務大臣

議員発議第4号　第2回（6月定例会提出）議員発議第4号　第2回（6月定例会提出）

政治にかかわる資金の透明性を確保し、政治への信頼を
取り戻すことを求める意見書

政治にかかわる資金の透明性を確保し、政治への信頼を
取り戻すことを求める意見書

 河合町議会令和６年第２回（５月）臨時会
5月10日㈮　臨時会
河合町議会令和６年第２回（６月）定例会
5月28日㈫ 議会運営委員会
6月  7日㈮　議会運営委員会
　　　　　　本会議(初日)

10時00分

10時00分
9時30分
10時00分

6月11日㈫ 一般質問
6月12日㈬ 一般質問
6月13日㈭　総務文教常任委員会
　　　　　　厚生建設常任委員会
6月19日㈬ 議会運営委員会
　　　　　　本会議(最終日)

9時30分
9時30分
10時00分
13時30分
9時30分
10時00分

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

In
fo
rm
a
tio
n

議会の動き

議会録画配信中

問い合わせ 河合町議会事務局 電　話：0745-57-0200（内線 311）　FAX：0745-57-1711　
メール：gikai@town.kawai.nara.jp

編
集
後
記

　新年度が始まりました。
　入学式、入園式、入社式に心を弾ませる季節となりました。
　コロナ禍で短縮されていた４年間、私達議員も初めて入学式に
出席させていただき、子どもたちの希望に満ちた笑顔に出会う
ことができました。
　全ての皆さまにおいて、幸多かれとお祈り致します。

議会だより編集委員長　梅野 美智代
　　　　　　副委員長　岡田 康則

今月の表紙
馬見丘陵公園でメジロが
勢いよく実をくわえている
様子です。

【撮影】
河合町フォトクラブ　所属
穴闇在住　浅芝裕氏

委員　疋田 俊文
委員　大西 孝幸
委員　佐藤 利治

　配信内容は、議員による一般質問、議案説明や質疑、討論、採決な
ど本会議で行われる議会の様子をご覧いただけます。
　映像は会議名・議員名一覧で検索し、選択することができます。
　住民の皆さまには、議会だよりや会議録検索システムとあわせ、議
会の様子を知っていただければと思います。

視
聴
方
法

※1・2によりアクセスすると、河合町公式サイトの町議会のページから
　外部サイトにリンクします。

１ 河合町ホームページ

河合町議会

議会録画配信

画像をクリック

2 QRコード
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　政治資金収支報告書への政治資金パーティー収入の未記載と、未記載分のパーティー
券収入の国会議員へのキックバック、裏金化が問題となり、国民の政治不信を大きくして
いる。

　政治資金規正法は、政治資金の収支の公開等により政治活動が国民の不断の監視と批
判の下に行われるようにし、政治活動の公明と公正を確保することにより民主政治の健全
な発達に寄与することを目的としている。この法の趣旨から逸脱し、裏金が地方議員へも
回っているのではないかと憶測されるような今回の事態は、地方議会としても看過できず、
誠に遺憾と言わざるを得ない。

　裏金の温床になっていた政治資金パーティーは、利益率も高く、政党助成制度の創設
で禁止された企業・団体献金の抜け道となり、結果として政治が歪められることになるの
ではないかとの指摘もある。また、裏金問題もその経緯、環流資金の使途等疑問も多く、
政策活動費のあり方含め、国民の不信の要因となり、その徹底解明が求められている。
今回の事態の再発防止には、政治資金パーティーの抜け穴を塞ぐ対策、政治資金につい
ても、企業・団体献金の禁止も含めた抜本的な対策なしには、国民の不信を回避できない。

　よって、国におかれましては、政治資金規正法の本旨に立ち返り、政治資金の透明性
を確保するための抜本的な法改正を行い、再発防止と国民の政治への信頼回復に誠心誠
意取り組まれるよう、強く求めるものである。

　以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。

令和６年６月７日
奈良県北葛城郡河合町議会

（意見書提出先）
内閣総理大臣・衆議院議長・参議院議長・総務大臣

議員発議第4号　第2回（6月定例会提出）議員発議第4号　第2回（6月定例会提出）

政治にかかわる資金の透明性を確保し、政治への信頼を
取り戻すことを求める意見書

政治にかかわる資金の透明性を確保し、政治への信頼を
取り戻すことを求める意見書

 河合町議会令和６年第２回（５月）臨時会
5月10日㈮　臨時会
河合町議会令和６年第２回（６月）定例会
5月28日㈫ 議会運営委員会
6月  7日㈮　議会運営委員会
　　　　　　本会議(初日)

10時00分

10時00分
9時30分
10時00分

6月11日㈫ 一般質問
6月12日㈬ 一般質問
6月13日㈭　総務文教常任委員会
　　　　　　厚生建設常任委員会
6月19日㈬ 議会運営委員会
　　　　　　本会議(最終日)

9時30分
9時30分
10時00分
13時30分
9時30分
10時00分

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

In
fo
rm
a
tio
n

議会の動き

議会録画配信中

問い合わせ 河合町議会事務局 電　話：0745-57-0200（内線 311）　FAX：0745-57-1711　
メール：gikai@town.kawai.nara.jp

編
集
後
記

今月の表紙
馬見丘陵公園にて、 夏の暑さ
に負けず力強く咲き誇っている
一輪のひまわりです。

【撮影】
河合町フォトクラブ　所属
穴闇在住　浅芝裕氏

　配信内容は、議員による一般質問、議案説明や質疑、討論、採決な
ど本会議で行われる議会の様子をご覧いただけます。
　映像は会議名・議員名一覧で検索し、選択することができます。
　住民の皆さまには、議会だよりや会議録検索システムとあわせ、議
会の様子を知っていただければと思います。

視
聴
方
法

※1・2によりアクセスすると、河合町公式サイトの町議会のページから
　外部サイトにリンクします。

１ 河合町ホームページ

河合町議会

録画配信視聴できます！

画像をクリック

2 QRコード

　今年度の役員改選
を行いました。
　心新たに、表紙の
ひまわりのように力強
く議会運営に取り組み
たいと思います。 梅
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河合町議会公式
ホームページから
ご覧いただけます

除）発議第13号は、議長の一身上に関する事件の為、除斥。
※）副議長が議長として登壇した為、採決に加わりません。

編集・発行 ： 河合町議会・議会だより編集委員会
〒６３６-８５０１ 奈良県北葛城郡河合町池部１丁目１番１号　　電話 ： 0745（57）0200　　ＦＡＸ ： 0745（57）1711
河合町議会公式ホームページURL ： https://www.town.kawai.nara.jp/10/

令和6年第2回（5月）臨時会　議決結果賛否一覧

議案第41号

承認第2号

承認第3号

承認第4号

承認第5号

発議第12号

発議第13号

疋
田　

俊
文

岡
田　

康
則

馬
場
千
惠
子

大
西　

孝
幸

杦
本　

光
清

長
谷
川
伸
一

坂
本　

博
道

中
山　

義
英

佐
藤　

利
治

梅
野
美
智
代

常
盤　

繁
範

杦
本　

貴
司

原案可決(賛11・反0)

原案承認(賛11・反0)

原案承認(賛11・反0)

原案承認(賛11・反0)

原案承認(賛11・反0)

原案可決(賛6・反5)

原案可決(賛6・反4)

○…賛成　●…反対

議案番号 議決結果議  案  名

令和６年度河合町一般会計補正予算について

専決処分の承認を求めることについて
（令和５年度河合町一般会計補正予算）

専決処分の承認を求めることについて
（河合町行政組織条例等の一部改正）

専決処分の承認を求めることについて
（河合町税条例の一部改正）

専決処分の承認を求めることについて
（河合町国民健康保険税条例の一部改正）

河合町議会議長、副議長の選挙を求める決議案

河合町議会議長の辞職勧告決議案

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ●● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ●

● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ※● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ※

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

除

令和6年第2回（6月）定例会　議決結果賛否一覧

議案第42号

議案第43号

議案第44号

議案第45号

議案第46号

議案第47号

議案第48号

議案第49号

議案第50号

議案第51号

報告第1号

報告第2号

発議第3号

発議第4号

請願第1号

疋
田　

俊
文

岡
田　

康
則

馬
場
千
惠
子

大
西　

孝
幸

杦
本　

光
清

長
谷
川
伸
一

坂
本　

博
道

中
山　

義
英

佐
藤　

利
治

梅
野
美
智
代

常
盤　

繁
範

杦
本　

貴
司

原案可決(賛9・反2)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛8・反3)

原案可決(賛10・反1)

原案可決(賛10・反1)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛11・反0)

原案可決(賛11・反0)

報告済

原案可決(賛10・反0)

原案可決(賛9・反1)

議長採決不採択(賛5・反6)

○…賛成　●…反対　欠…欠席

議案番号 議決結果議  案  名

令和６年度河合町一般会計補正予算について

令和６年度河合町介護保険特別会計補正予算について

令和６年度河合町下水道事業会計補正予算について

河合町公民館設置条例の一部改正について

奈良県住宅新築資金等貸付金回収管理組合規約の変更について

奈良県住宅新築資金等貸付金回収管理組合の解散について

奈良県住宅新築資金等貸付金回収管理組合の解散に伴う財産
の処分について

財産の取得について

個別外部監査契約に基づく監査によることについて

令和６年度河合町一般会計補正予算について

令和５年度河合町一般会計予算繰越明許費繰越計算書の報告
について

令和５年度河合町下水道事業特別会計予算繰越明許費繰越計
算書の報告について

小中学校の学校給食の無償化を求める意見書

政治にかかわる資金の透明性を確保し、政治への信頼を取り戻
すことを求める意見書

議会モニター制度の制定を求める請願書について

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○
                    
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
                    
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
                    
○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○
                    
○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
                    
○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
                    

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
                    
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
                    
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
                    
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
                    

報告のため採決しない
                      
                      
                      
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○  ○ 
                      

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○  ○ 
                      
● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● 欠 ● ● ● ●
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